
事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

市民芸術文化祭運営事業 30450100

市民芸術文化祭の実施

5 文化・芸術活動の支援

45 市民の文化・芸術活動の支援

重点プロジェクト 昭和39年度 〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

参加者：日頃から自主的に芸術活動を行っている市民
参観者：全市民

府中市芸術文化協会（旧称・府中市文化団体連絡協議会）との共催により、市内各施設において催し物を実施する。
各事業については、団体関係者による出演や出品のほか、可能な限り一般市民の参加を呼びかけ、広く事業に参加できる方法をと
っている。

芸術文化活動を自主的に展開している市民の日頃の成果を発表する機会をつくり、文化活動を育成・奨励していくため、昭和39年
度より実施している。

市民相互の文化の交流や、これまで芸術文化に親しみのなかった市民が芸術文化に親しむことを促進し、府中市がこれまで培って
きた伝統や文化を次世代へ継承していくことを目標とする。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

府中市芸術文化協会との共催により、全３９事業を実施する。
府中市民芸術文化祭等に関するPR方法や運営方法を創意工夫し、新型コロ
ナウイルス感染対策も含め開催方法を検討する。

令和３年９月５日オープニングフェスティバル
令和３年１２月４日閉会式
使用会場：府中の森芸術劇場・市民活動センター「プラッツ」・美術館・
郷土の森博物館・文化センター・大國魂神社境内・ルミエール府中

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

府中市芸術文化協会との共催により、全３９事業を実施する。
府中市民芸術文化祭等に関するPR方法や運営方法を創意工夫し、新型コロ
ナウイルス感染対策も含め開催方法を検討する。

令和４年９月４日オープニングフェスティバルから約３か月間
使用会場：府中の森芸術劇場・市民活動センター「プラッツ」・美術館・
郷土の森博物館・文化センター・大國魂神社境内・ルミエール府中

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

文化・芸術の振興・伝統文化の次世代への継承のため、市民
からの要望が高い事業であるが、より多くの参加者・参観者
に事業に携わっていただくために、催物のあり方やPR方法等
についても検討をする。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

市民芸術文化祭運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市民芸術文化祭の参加者数
5,580

人

5,610 5,640 5,670 5,700 5,780

- - - - 令和 3年度

5,468 5,458 0 0 -

② 市民芸術文化祭の参観者数
121,247

人

128,000 13,200 136,000 140,000 127,000

- - - - 令和 3年度

119,224 116,898 0 0 -

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため事業を中止したため、計
画値を下回った。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

毎年９月初旬から１１月下旬にかけ、府中市芸術文化協会（旧称・府中市文化団体連絡協議会）加盟団体を中心として、市内で文化活動を行ってい
る団体や個人が参加し、また参観できる様々な催しを行っている。令和元年度は３５団体が３９事業を実施した。
開催に先立ち府中の森芸術劇場でオープニングフェスティバルを行っており、平成２０年度より参加団体自身によるアトラクションを主体とした形
に切り替え、また、府中市の文化を紹介する形式をとることにより、市民にとって親しみやすい催物となっている。

平成２８年度より「開会式」を「オープニングフェスティバル」へと改称し、市民にとってより参観しやすい事業として参観者増加に努めた。各団
体の事業についても、参加者・参観者の増加を第一の目標として催物のあり方やPR方法等についても検討する。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

自主的な文化活動を行う市民や市民団体に発表の場を提供し、また、広く
市民が文化に触れる機会を提供するために市が実施すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

13,144,000 13,317,000 19,739,000 12,623,000 12,096,000 12,194,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 5,400,000 0 0 0

13,144,000 13,317,000 14,339,000 12,623,000 12,096,000 12,194,000

13,050,000 13,317,000 19,739,000 174,000 259,000 0

13,002,265 13,016,352 17,480,472 113,729 51,714 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 4,600,000 0 0 0

13,002,265 13,016,352 12,880,472 113,729 51,714 0

99.6% 97.7% 88.6% 65.4% 20.0% 0.0%

1.15 1.12 1.24 0.73 0.73

8,824,019 8,794,430 9,959,624 5,649,131 5,662,825

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

314,809 248,570 301,929 126,891 160,967

22,141,093 22,059,352 27,742,025 5,889,751 5,875,506 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市民芸術文化祭運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 10 0276000 市民芸術文化祭運営費 12,096,000 51,714 12,194,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 12,096,000 51,714 12,194,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

民俗芸能伝承普及事業 30450200

民俗芸能の伝承普及、後継者育成

5 文化・芸術活動の支援

45 市民の文化・芸術活動の支援

主要な事務事業  〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

市民、府中囃子保存会、武蔵国府太鼓連盟等

１　府中囃子演奏技術伝承事業
府中囃子保存会に演奏技術伝承事業の委託を行い、演奏技術の伝承を図る。
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
武蔵国府太鼓連盟に武蔵国府太鼓の講習会実施を委託し、伝承普及を図る。

府中囃子を昭和５８年に市指定無形民俗文化財に指定した。武蔵国府太鼓を昭和５７年に市の民俗芸能として創作した。

市の民俗芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承普及や後継者の育成

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

１　府中囃子演奏技術伝承事業
・事業委託先：府中囃子保存会
・期間：４月１日〜３月３１日
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止
３　府中囃子のＣＤ及び武蔵国府太鼓のＤＶＤ販売

府中囃子演奏技術伝承事業は、後継者を育成するため、技術伝承を府中囃
子保存会に加盟している２５団体に委託し、事業を継続的に展開した。特
に若い世代の指導に当たっては、青少年の健全育成の観点から、囃子を通
じ心技体等総合的育成に努めた。武蔵国府太鼓は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から中止とした。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

府中囃子・武蔵国府太鼓ともに現状のまま継続して実施する。武蔵国府太
鼓は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開講を見合わせてお
り、開講時期を検討していく。

１　府中囃子演奏技術伝承事業
・事業委託先：府中囃子保存会
・期間：４月１日〜３月３１日
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
・事業委託先：武蔵国府太鼓連盟
３　府中囃子のＣＤ及び武蔵国府太鼓のＤＶＤ販売

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託
    　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止
 (2)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売

　府中囃子保存会に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術
の伝承を図った｡また、府中囃子のＣＤを販売し、府中囃子の普及を図っ
た。
　後継者の育成と演奏技術の伝承を図るために実施する武蔵国府太鼓講習
会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした。
　武蔵国府太鼓のＤＶＤを販売し、武蔵国府太鼓の普及を図った。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

　府中囃子保存会に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術
の伝承を図る｡また、府中囃子のＣＤを販売し、府中囃子の普及を図る。
　武蔵国府太鼓連盟に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技
術の伝承を図る｡また、武蔵国府太鼓のＤＶＤを販売し、武蔵国府太鼓の
普及を図る。

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託
 (2)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

本事業を実施することにより、府中市の郷土芸能である府中
囃子と武蔵国府太鼓の伝承及び普及を推進しているため、今
後も継続して実施していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

民俗芸能伝承普及事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 武蔵国府太鼓伝承事業参加
者数

50

人

46 50 50 50 50

- - - - 令和 3年度

46 50 0 0 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から中止としたため、実
績なし。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

市の郷土芸能である府中囃子（市指定無形民俗文化財）の演奏技術伝承事業を実施し、府中囃子の保存伝承に努めており、府中囃子の継承団体であ
る府中囃子保存会の会員数は増加している。また、市の創作芸能である武蔵国府太鼓の演奏技術伝承事業として新規受講者の開拓を促しながら講習
会を実施している。平成２９年に府中囃子の演奏を収録したＣＤの作成・販売を開始し、平成３０年には武蔵国府太鼓を収録したＤＶＤの作成・販
売をすることで伝承と市内外へ広く普及に努めることができた。

武蔵国府太鼓は、市の郷土芸能として市民に認識されつつあるが、継承団体数や規模は発展途上であり、講習会の修了者の処遇と併せて課題となっ
ている。
また、府中囃子・武蔵国府太鼓ともに、多くの人に知ってもらうため、作成したＣＤとＤＶＤを活用して更に市内外へ広くＰＲしていく必要がある
。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

武蔵国府太鼓は市の創作芸能であり、また、府中囃子は市の無形文化財で
ある。そのため、ともに市が積極的に伝承普及を担うべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 2

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

3,202,000 6,069,000 2,380,000 2,309,000 2,291,000 2,289,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 2,700,000 0 0 0 0

3,202,000 3,369,000 2,380,000 2,309,000 2,291,000 2,289,000

2,778,000 6,069,000 2,380,000 2,309,000 2,291,000 0

2,682,828 5,380,905 2,160,764 1,785,253 1,784,081 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 2,900,000 0 0 0 0

2,682,828 2,480,905 2,160,764 1,785,253 1,784,081 0

96.6% 88.7% 90.8% 77.3% 77.9% 0.0%

0.28 0.27 0.27 0.22 0.22

2,127,219 2,120,086 2,168,628 1,702,478 1,706,605

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

75,891 59,923 65,742 38,240 48,510

4,885,938 7,560,914 4,395,134 3,525,971 3,539,196 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

民俗芸能伝承普及事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 10 0278000 民俗芸能伝承普及事業費 2,291,000 1,784,081 2,289,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 2,291,000 1,784,081 2,289,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

市民文化活動事業奨励事業 30450300

芸術文化活動において特に功績のあった者と、長期にわたり芸術文化団体の活動に尽力した者の表彰。

5 文化・芸術活動の支援

45 市民の文化・芸術活動の支援

主要な事務事業  〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市民芸術文化奨励賞の選考及び授与等に関する要綱、感謝状の贈呈に関する基準

府中市民芸術文化奨励賞は、期間内に、自主的な芸術文化活動において特に功績のあった個人、または団体。府中市文化活動功労
賞は、芸術文化団体の役員を１０年以上経験した個人。

芸術文化奨励賞については、期間内に芸術文化活動において特に功績のあった個人または団体を対象に、広報等で候補者を募り、
審査委員会を設置して該当者を決定する。
文化活動功労賞については、芸術文化団体の役員を１０年以上務めた者を対象に、各文化団体からの推薦により候補者を募り該当
者を決定する。
共に府中市民芸術文化祭開会式で表彰する。

平成６年に府中市民芸術文化奨励賞の選考及び授与等に関する要綱が制定された。また、昭和５２年に感謝状の贈呈に関する基準
が制定された。

市民文化活動を奨励することにより広く市民文化の振興と向上を図る。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

・府中市民芸術文化奨励賞　　０名
・府中市文化活動功労賞　　　７名授与

府中市民芸術文化奨励賞については、受賞条件に該当する者はいなかった
。府中市文化活動功労賞については、受賞条件に該当する者が７名いた。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

広く市民文化の振興と向上を図るため、府中市民芸術文化奨励賞及び府中
市文化活動功労賞の受賞者数について、それぞれの計画値を達成できるよ
う周知を図る。

・府中市民芸術文化奨励賞
広報及びホームページで推薦を募集、主管課にて審査。
・府中市文化活動功労賞
府中市芸術文化協会及び文化センター自主グループ連絡会に候補者の推薦
を依頼、主管課にて審査。
共に該当者は府中市民芸術文化祭オープニングフェスティバルで表彰する
。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

・府中市民芸術文化奨励賞　　０名
・府中市文化活動功労賞　　　９名授与

府中市民芸術文化奨励賞については、受賞条件に該当する者はいなかった
。府中市文化活動功労賞については、受賞条件に該当する者が９名いた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

広く市民文化の振興と向上を図るため、引き続き実施する。・府中市民芸術文化奨励賞
広報及びホームページで推薦を募集、主管課にて審査。
・府中市文化活動功労賞
府中市芸術文化協会に候補者の推薦を依頼、主管課にて審査。
共に該当者は府中市民芸術文化祭オープニングフェスティバルで表彰する
。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

本事業は文化活動における功績をたたえられるもので、市民
の文化活動の推進に寄与していると考える。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

市民文化活動事業奨励事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 府中市民芸術文化奨励賞受
賞者数

1

人

1 1 1 1 1

- - - - 令和 3年度

1 1 0 0 -

② 府中市文化活動功労賞受賞
者数

10

人

10 10 10 10 17

- - - - 令和 3年度

5 13 7 9 -

指標①については該当者がいなか
ったため、計画値を下回った。
指標②については受賞条件に該当
する者が９名と、計画値を下回っ
た。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

市民芸術文化奨励賞は、市民文化の更なる振興と向上のため、自主的な芸術文化活動において著しい成果をあげた個人や団体を表彰してきた。
文化活動功労賞は、市内で活動する文化団体で、長年、運営に携わり文化活動の推進に寄与した方に、感謝状を贈呈しおり、活動の励みとなってい
る。

市民文化の振興と向上を図るために、引き続き実施する。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

文化活動に貢献してきた者に感謝の意を表し、文化活動に対する市民の意
欲を高めるため、市が主体的に実施すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

119,000 111,000 106,000 101,000 85,000 80,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

119,000 111,000 106,000 101,000 85,000 80,000

54,000 111,000 106,000 101,000 85,000 0

44,270 59,412 72,994 27,850 37,474 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

44,270 59,412 72,994 27,850 37,474 0

82.0% 53.5% 68.9% 27.6% 44.1% 0.0%

0.25 0.24 0.24 0.18 0.18

1,890,861 1,884,521 1,927,669 1,392,936 1,396,313

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

67,459 53,265 58,438 31,288 39,690

2,002,590 1,997,198 2,059,101 1,452,074 1,473,477 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市民文化活動事業奨励事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 10 0277000 市民文化活動事業奨励費 85,000 37,474 80,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 85,000 37,474 80,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

文化活動支援事業 30450400

市民を対象として実施される文化事業に補助金を交付する。また、第２次府中市文化振興計画を策定する。

5 文化・芸術活動の支援

45 市民の文化・芸術活動の支援

その他の事務事業 昭和59年度 〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市市民文化活動に対する補助金交付要綱、府中市附属機関の設置等に関する条例

府中市芸術文化協会（旧称・府中市文化団体連絡協議会）加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業、文化に関する施策

▽市民が主体的に取り組んでいる文化振興活動について支援することを意図とし、市民を対象として実施される文化事業に対して
補助金を交付する。
▽文化振興計画検討協議会の委員は、有識者ほか、文化・芸術に関係する各団体の関係者、公募市民２名を含み１０名で構成して
いる。市長の諮問に応じて、第２次府中市文化振興計画案に関する事項等について審議する。

府中市の伝統文化・芸術の継承及び、新しい文化人の育成に寄与することを目的とし、昭和５９年度より開始された。現文化振興
計画の計画期間が２９年度をもって終了することに伴い、引き続き本市における文化施策を推進するため、次期計画を策定する。

▽様々な芸術文化活動を補助することにより、市民交流を深め、伝統文化や伝統芸能とふれあい、芸術文化への興味と理解を育み
、健全な地域社会づくりに貢献することを目標とする。▽第２次府中市文化振興計画を策定する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補
助金１４，０００円を上限として、１事業のみに交付した。

２事業（団体）からの申請を受け付けたが、１事業（団体）について、事
業の不履行により、１事業に交付に留まった。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補
助金１４，０００円を上限として交付し、今年度は１１事業（団体）から
の申請を見込んでいる。

対象団体である府中市芸術文化協会加盟団体に事業の周知を図り、交付希
望団体が増えるよう促していく。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補
助金１４，０００円を上限として、５事業のみに交付した。

１１事業（団体）からの申請を受け付けたが、事業の中止が１事業（団体
）と、事業未実施が５事業（団体）があり、５事業に交付した。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補
助金１４，０００円を上限として交付し、今年度は１０事業（団体）から
の申請を見込んでいる。

対象団体である府中市芸術文化協会加盟団体に事業の周知を図り、交付希
望団体が増えるよう促していく。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市民交流を深め芸術文化への理解を育むなど文化振興に寄与
している。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

文化活動支援事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市民文化活動に対する補助
金交付事業数

14

事業

14 15 16 17 18

- 14 14 - 令和 3年度

13 10 1 5 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

申請を見込んでいた１１団体のう
ち、５団体の申請書が未提出、１
団体について事業中止があったた
め、計画値を下回った。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

府中市芸術文化協会加盟団体で、一般市民を対象とする事業を実施する団体へ支援している。
講座や講習会などを実施し、文化活動の機会を提供するとともに、伝統文化・芸能の伝承と、市民交流を深めることに寄与している。

市民の主体的な文化活動をとおして、芸術文化の振興と市民交流につながる事業であるため、引き続き支援を行っていく。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民団体が自主的に行っている、一般市民が文化活動に参加する機会を提
供する事業については市が主体的に支援するべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

5,768,000 196,000 196,000 196,000 154,000 140,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

5,768,000 196,000 196,000 196,000 154,000 140,000

5,768,000 196,000 196,000 196,000 154,000 0

5,295,788 182,000 140,000 14,000 70,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

5,295,788 182,000 140,000 14,000 70,000 0

91.8% 92.9% 71.4% 7.1% 45.5% 0.0%

0.37 0.36 0.36 0.28 0.28

2,836,292 2,826,781 2,891,504 2,166,790 2,172,042

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

101,188 79,897 87,656 48,670 61,741

8,233,268 3,088,678 3,119,160 2,229,460 2,303,783 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

文化活動支援事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 10 0279000 補助金　文化団体活動事業費 154,000 70,000 140,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 154,000 70,000 140,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

市民文化の日運営事業 30450500

市民文化の日の実施。

5 文化・芸術活動の支援

45 市民の文化・芸術活動の支援

その他の事務事業 平成26年度 〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

全市民

１０月第２日曜日を「市民文化の日」（平成２６年度のみ１０月５日）と定め、郷土の森博物館、府中市美術館の入場料、観覧料
を無料とするほか、その他各文化施設において各種イベントを実施し、市民が多くの芸術文化・歴史に触れられるよう整備する。

府中市文化振興計画において策定されている施策であり、市制６０周年の平成２６年度に合わせ、事業を開始する。

市民が身近な場所で良質な文化芸術に親しみ、喜びや感動を味わうことができる環境の形成を目標とする。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

１０月１１日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、または無料展
示等各種イベントを実施した。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥生涯学習センター、⑦中央図書
館、⑧都立府中の森公園⑨府中市美術館
スタンプラリーは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。
来場者数　延べ２，４３９人

紙資源の削減と感染防止対策のためパンフレット作製部数を減らし、市ホ
ームページ上で公開した。また、混雑緩和のため府中市美術館の観覧料無
料期間を延長した。
当日は、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的としたスタンプラリー
中止及び事業数削減の影響により来場者数が大幅に減少したが、感染防止
対策を行いながら、可能な範囲で文化芸術に触れる機会を提供した。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

感染防止対策と参加者増加を目的として、スタンプラリーをワードラリー
に変更し、期間を市民文化の日までの１か月程度に延長する。また、参加
施設のうち周年に当たっている施設のＰＲとして、特集ページをパンフレ
ットに掲載する。
当日は、業種別ガイドライン及び国や都の方針に沿った感染症拡大防止対
策を行い、安心して参加できるイベントとなるよう配慮する。

１０月１０日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、またはワード
ラリー等各種イベントを実施する。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥生涯学習センター、⑦中央図書
館、⑧都立府中の森公園⑨府中市美術館

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

１０月１０日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、または無料展
示等各種イベントを実施した。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥生涯学習センター、⑦中央図書
館、⑧都立府中の森公園、⑨府中市美術館
スタンプラリーの代わりに、ワードラリーを実施した。
来場者数　延べ１１，８０３人

感染防止対策と参加者増加を目的として、ワードラリーを実施した。
当日は、感染症防止対策を行いながら、可能な範囲で文化芸術に触れる機
会を提供した。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

感染防止対策として、令和３年度から引き続き、ワードラリーを実施する
。
当日は、業種別ガイドライン及び国や都の方針に沿った感染症拡大防止対
策を行い、安心して参加できるイベントとなるよう配慮しながら、文化芸
術に触れる機会を提供する。

１０月９日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、またはワードラ
リー等各種イベントを実施する。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥生涯学習センター、⑦中央図書
館、⑧都立府中の森公園、⑨府中市美術館

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

多くの市民に文化芸術に触れる機会を提供できるよう内容等
を工夫する。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

市民文化の日運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市民文化の日の来場者数
16,551

人

17,100 17,400 17,700 18,000 18,000

- - - - 令和 3年度

12,780 9,292 2,439 11,803 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

令和２年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止を目的としてスタ
ンプラリーを中止したが、今年度
はスタンプラリーに代えてワード
ラリーを実施したため、参加人数
が増加した。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

当事業は、平成２５年度まで府中市美術館・府中の森芸術劇場・府中市生涯学習センター・都立府中の森公園の４施設による共催で行っていたイベ
ント「府中の森の文化まつり」の内容を発展的に受け継いだものである。
開催施設の増加、入館料・観覧料の無料等の取組により、多くの市民に文化・芸術に親しんでもらう機会を提供し、文化の振興に寄与している。

「市民文化の日」のさらなる認知度向上を目指し、開催施設の管理者と連携しながら、事業の拡大方法や効果的なＰＲ方法について検討する。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民が身近に文化芸術に触れることのできる機会の提供という観点から、
市が実施すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 1

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

237,000 228,000 146,000 97,000 97,000 116,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

237,000 228,000 146,000 97,000 97,000 116,000

209,000 228,000 146,000 97,000 99,000 0

207,370 188,228 132,215 59,492 98,082 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

207,370 188,228 132,215 59,492 98,082 0

99.2% 82.6% 90.6% 61.3% 99.1% 0.0%

0.31 0.30 0.30 0.43 0.43

2,363,577 2,355,651 2,409,587 3,327,570 3,335,636

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

84,323 66,581 73,047 74,744 94,816

2,655,270 2,610,460 2,614,849 3,461,806 3,528,534 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市民文化の日運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 10 0276500 市民文化の日運営費 97,000 98,082 116,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 97,000 98,082 116,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

市民会館管理運営事業 30460300

市民会館の管理及び業務運営

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成19年度 〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

府中市市民会館条例

府中市文化振興計画

市民会館

㈱京王設備サービスを指定管理者として、コンベンションホール飛鳥、会議室、音楽練習室等を有する市民会館の適正かつ計画的
な管理運営を行い、以下の業務について指定管理者が行う。一方で、施設の維持管理業務（一部運営業務）については、ＳＰＣで
あるＰＦＩ府中市民会館・中央図書館（株）が行う。
・市民会館の使用許可に関する業務（不許可・条件変更も含む。）
・市民会館の使用に係る利用料金の徴収に関する業務（還付・減免を含む。）
・市民会館の運営に関する業務
・物品販売の許可に関する業務

平成１７年度ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱と契約し、平成１９年１２月１日開館。平成３４年９月までの１５年契約。市民
会館部分については、指定管理者制度を導入している。

当該施設を安心・安全かつ快適に利用していただき、稼働率を増加させることにより、より多くの市民に親しまれる文化施設とす
る。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼㈱京王設備サービスへの業務運営委託
▼第３期指定管理（平成２８年４月〜令和４年９月）
▼ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱への施設管理運営委託
【利用状況】
コンベンションホール、講師控室、レクリエーションルーム、音楽練習室

利用率　２９．８％

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策のため、利用率が低下した。
引き続き安全で利用しやすい施設を目指す。
ＰＦＩ導入適正化調査を行い、ＰＦＩ事業の入札公告等の準備を行った。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

現ＰＦＩ事業から次期ＰＦＩ事業への移行を想定した準備を進めていく。ＰＦＩ事業者と連携して一体的な管理運営を行い、利用者が安心して利用
できるように努める。
次期ＰＦＩ事業者の選定を行い、契約締結等を行っていく。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼㈱京王設備サービスへの業務運営委託
▼第３期指定管理（平成２８年４月〜令和４年９月）
▼ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱への施設管理運営委託
【利用状況】
コンベンションホール、講師控室、レクリエーションルーム、音楽練習室
、会議室、料理講習室
利用率　４０．９％

前年度と比較し、利用率が上昇したものの、新型コロナウイルス感染症拡
大に伴う東京都からの要請を受け、夜間の利用時間の制限等を行ったこと
により、通常時と比較すると利用率が低下している。
引き続き安全で利用しやすい施設を目指す。
次期ＰＦＩ事業の入札に関する事務を行い、令和４年１０月以降の次期Ｐ
ＦＩ事業者及び指定管理者を決定し、ＰＦＩ事業契約を締結した。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

第２期ＰＦＩ事業が円滑に施設運営できるよう事業者と綿密な調整を図り
、複合施設としてのメリットをさらに活かす取組を強化することで施設全
体の利用率向上に繋げる。

ＰＦＩ事業者と連携して一体的な管理運営を行うとともに、第１期ＰＦＩ
事業から第２期ＰＦＩ事業へ円滑に移行できるよう努める。また、期初修
繕・改修工事に伴う施設の全館休館にあたり、施設利用者や近隣住民に丁
寧な説明を行う。その他、令和５年３月の施設供用再開に向け、ＰＦＩ事
業者と連携し、施設のさらなる集客力向上に向けたイベント等を企画する
。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

第１期ＰＦＩ事業から第２期ＰＦＩ事業へスムーズに移行さ
せ、ＰＦＩ事業を継続する。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

市民会館管理運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 市民会館平均稼働率
59

％

59 60 61 62 62

- - - - 令和 3年度

59 56 30 41 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

ＰＦＩ事業方式により施設の建設
から管理運営まで、民間等のノウ
ハウを活用することで稼働率の向
上が期待される。新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響に伴い、夜間
の利用時間制限等を行ったことに
より、基準値と比較し、稼働率が
低下した。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

平成１９年に開館し、適正かつ計画的な維持管理・運営に努めている。
市民会館部分については、平成１９年度から指定管理者制度を導入して、当該施設の適正かつ計画的な運営に努め、平成２８年度からは施設の維持
管理業務を行っている株式会社京王設備サービスが指定管理者となったことで、効率的な施設運営を図ることができ、市民により利用しやすい施設
となった。
令和４年１０月以降の第２期ＰＦＩ事業では、ＰＦＩ事業者と指定管理者を同一とし、施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成できるようにした
。

長期修繕計画等に基づき計画的な運営を行う。
ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱及び指定管理者との連携を強化し、サービスの向上を目指し、より多くの市民に利用していただける施設を目指
す。
府中グリーンプラザ及び分館の閉館や市民活動センタープラッツの開館などから活動場所を移す利用者もいるため、市民会館の利用を希望される利
用者へきめ細かく対応し、第２期ＰＦＩ事業において、複合施設のメリットをさらに活かした取組を行い、施設全体の利用率向上に努める必要があ
る。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

既にＰＦＩ事業として、民間資金を使って、民間の創意工夫で作られた施
設であり、事業主体はあくまで市が行うべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

170,646,000 173,532,000 177,150,000 182,272,000 179,316,000 317,346,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 94,900,000

13,400,000 14,800,000 17,000,000 19,500,000 11,980,000 6,200,000

157,246,000 158,732,000 160,150,000 162,772,000 167,336,000 216,246,000

170,646,000 173,532,000 180,325,000 201,953,000 197,116,000 0

168,825,813 171,555,734 179,288,148 198,728,561 192,639,905 0

0 0 0 640,704 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

12,390,700 14,612,100 16,537,200 13,229,100 12,621,700 0

156,435,113 156,943,634 162,750,948 184,858,757 180,018,205 0

98.9% 98.9% 99.4% 98.4% 97.7% 0.0%

0.72 1.71 1.75 2.38 2.38

5,515,012 13,427,211 14,055,921 18,417,716 18,462,360

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

196,755 379,513 426,110 413,712 524,808

174,537,580 185,362,458 193,770,179 217,559,989 211,627,073 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市民会館管理運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 30 0308900 市民会館・中央図書館複合施設ＰＦＩ事業者選定委員
会運営費

77,000 63,398

2 01 10 35 30 0309905 市民会館複合施設運営更新準備事業費（債務負担行為
解消分）

4,934,000 4,933,419

3 01 10 35 30 0309950 利用料金還付金補償料 0 15,102,367

4 01 10 35 30 0315000 施設管理運営費　業務運営委託料（債務負担行為解消
分）

7,214,000 7,213,059 3,607,000

5 01 10 35 30 0315500 施設管理運営費　管理委託料 198,000 197,337

6 01 10 35 30 0316500 施設管理運営費　諸経費 761,000 0 738,000

7 01 10 35 30 0318000 市民会館複合施設整備等事業費　管理運営委託料（債
務負担行為解消分）

45,231,000 45,229,332 22,746,000

8 01 10 35 30 0318500 市民会館複合施設維持管理運営等事業費　管理運営業
務委託料（債務負担行為解消分）

56,865,000

9 01 10 35 30 0319000 市民会館複合施設整備等事業費　施設購入費（債務負
担行為解消分）

119,901,000 119,900,993 60,005,000

10 01 10 35 30 0319100 市民会館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

11 01 10 35 30 0319500 市民会館複合施設維持管理運営等事業費　施設整備費
（債務負担行為解消分）

172,385,000

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 179,316,000 192,639,905 317,346,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

府中の森芸術劇場管理運営事業 30460400

府中の森芸術劇場の管理及び運営

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

主要な事務事業 平成 3年度 〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市立府中の森芸術劇場条例

府中駅南口再開発推進事業

府中の森芸術劇場本館及び分館

（公財）府中市文化振興財団が指定管理者となり、３つのホール等を有する府中の森芸術劇場及び４つの音楽練習室を有する府中
の森芸術劇場分館について適正かつ計画的な維持管理・運営を行い、以下の業務について指定管理者が行う。一方で、経年劣化に
よる大規模改修等の施設整備については市が行う。
①使用許可に関する業務
②使用に係る利用料金の徴収に関する業務
③維持管理および運営に関する業務
④物品販売の許可に関する業務

平成３年に、市民の芸術文化の振興を図るために府中の森芸術劇場を設置し、平成１８年度から指定管理者制度を導入している。
また、平成２９年度より府中の森芸術劇場分館を設置し、同様に指定管理者制度を導入している。

当該施設を安全・安心かつ快適に利用していただき、稼働率を増加させることにより、より多くの市民に文化・芸術に関心を持っ
ていただく施設とする。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修内容等検討調査委託　▼ウィーンホ
ール照明調光卓修繕　▼駐車場精算機更新修繕　▼冷温水循環ポンプ交換
修繕　▼吸収冷温水機水室補修修繕　▼どりーむホール電気室空調更新　
▼指定管理者候補者選定会議
【分館】】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した
。また、改修内容等検討調査委託を実施し、改修（施設・設備の老朽化対
策及び建築基準法に基づく特定天井対策）について検討した。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した
。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する
。また、令和２年度に実施した改修内容等検討調査報告書をもとに、改修
（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基づく特定天井対策）に伴う
基本設計委託を実施する。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する
。また、令和４年度からの第２期指定管理者候補者の選定を実施する。

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修に伴う基本設計委託　▼吸収冷温水
機水室補修及び低温吸収液ポンプ交換修繕　▼１階管理事務室空調修繕　
▼３ホールワイヤレスマイク装置更新修繕　▼正面広場噴水ろ過器タンク
交換修繕
【分館】▼施設管理運営委託　▼指定管理者候補者選定

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修に伴う基本設計委託　▼吸収冷温水
機水室補修及び低温吸収液ポンプ交換修繕　▼１階管理事務室空調修繕　
▼３ホールワイヤレスマイク装置更新修繕　▼正面広場噴水ろ過機タンク
交換修繕　▼吸収冷温水機熱回収器補修修繕　▼消火設備ポンプフート弁
交換修繕　
【分館】▼施設管理運営委託　▼指定管理者候補者選定

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した
。また、令和２年度に実施した改修内容等検討調査報告書をもとに、改修
（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基づく特定天井対策）に伴う
基本設計委託を実施した。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する
。また、令和４年度からの第２期指定管理者候補者の選定を実施した。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する
。また、令和３年度に実施した改修（施設・設備の老朽化対策及び建築基
準法に基づく特定天井対策）に伴う基本設計委託をもとに、実施設計委託
を実施する。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する
。

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修に伴う実施設計委託　▼２階管理事
務室空調修繕
【分館】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

施設の安全・安心・快適な利用を基本協定書に基づき実施し
ていく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

府中の森芸術劇場管理運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 府中の森芸術劇場３ホール
平均稼働率

72.1

％

76 77 77 78 78

- - - - 令和 3年度

76.1 74.1 48.9 66 -

② 府中の森芸術劇場分館第１
〜４音楽練習室平均稼働率

71.4

％

82 83 84 85 85

- - - - 令和 3年度

90.2 86.8 62 68.5 -

　新型コロナウイルスの感染状況
が深刻化した４月２５日から５月
１１日は緊急事態宣言の発令に伴
い、無観客による利用要請を実施
した。その後も定員制限、利用時
間短縮、夜間新規予約中止などを
利用者に要請・協力依頼したこと
で、稼働率は低迷した。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

【本館】平成１８年度から指定管理者制度を導入し適正かつ計画的な維持管理・運営に努め、多くの市民に利用されている施設であり高い稼働率を
保っている。改修（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基づく特定天井対策）を行うため、平成３０年度には劣化診断等調査、令和２年度に
は改修内容等検討調査、令和３年度には改修に伴う基本設計を実施した。
【分館】平成２９年７月から指定管理者制度を導入し適正かつ計画的な維持管理・運営に努め、多くの市民に利用されている施設であり高い稼働率
を保っている。

【本館】施設の円滑な運営及び利用者等の安全性を確保し、引続き、市民の芸術文化活動の拠点施設としての役割を果たすために改修（施設・設備
の老朽化対策及び建築基準法に基づく特定天井対策）をする必要がある。
【分館】利用者の増加に対応するため、こまめに日常的な点検を行う。施設の質を落とさず、利用者に満足してもらえる施設運営を継続する。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民に広く開かれた文化活動の拠点として、安定した運営を行っていくた
め、市が主体的に実施するべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

827,218,000 368,460,000 440,571,000 392,468,000 407,352,000 472,827,000

0 0 0 0 0 0

0 0 58,000,000 0 0 0

311,000,000 0 0 0 0 0

203,324,000 15,000,000 23,000,000 25,000,000 62,500,000 131,000,000

312,894,000 353,460,000 359,571,000 367,468,000 344,852,000 341,827,000

827,218,000 374,042,000 441,500,000 481,212,000 442,543,000 0

816,867,094 362,239,584 440,495,984 454,289,610 412,823,670 0

73,400,000 0 0 0 0 0

0 0 54,893,000 0 0 0

256,000,000 0 0 0 0 0

181,830,196 112,455 15,000,000 0 1,000,000 0

305,636,898 362,127,129 370,602,984 454,289,610 411,823,670 0

98.7% 96.8% 99.8% 94.4% 93.3% 0.0%

1.53 1.79 1.79 2.38 2.38

11,739,097 14,055,384 14,377,199 18,417,716 18,462,360

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

418,815 397,274 435,864 413,700 524,799

829,025,006 376,692,242 455,309,047 473,121,026 431,810,829 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

府中の森芸術劇場管理運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 35 0319990 利用料金還付金補償料 0 28,487,225

2 01 10 35 35 0320000 施設管理運営費　管理運営業務委託料（債務負担行為
解消分）

326,626,000 323,486,807 329,212,000

3 01 10 35 35 0320010 府中の森芸術劇場指定管理者候補者選定委員会運営費 265,000 174,658

4 01 10 35 35 0320500 施設管理運営費　諸経費 6,560,000 10,554,500 3,470,000

5 01 10 35 35 0320900 負担金　ル・シーニュ管理組合　 6,282,000 6,281,760 6,282,000

6 01 10 35 35 0322200 府中の森芸術劇場開館３０周年事業費 1,857,000 1,851,720

7 01 10 35 35 0323000 府中の森芸術劇場整備事業費　設計委託料 52,462,000 31,658,000 132,863,000

8 01 10 35 35 0324100 府中の森芸術劇場整備事業費　舞台設備改修工事費 6,700,000 5,170,000

9 01 10 35 35 0324300 府中の森芸術劇場整備事業費　空気調和設備改修工事
費

5,600,000 5,159,000

10 01 10 35 35 0326000 府中の森芸術劇場整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 407,352,000 412,823,670 472,827,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

補助金　文化振興財団 30460500

府中の森芸術劇場・府中市郷土の森博物館の自主事業の支援

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

その他の事務事業  〜

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

府中市文化振興計画

公益財団法人府中文化振興財団

（公財）府中文化振興財団の法人管理・自主事業部分に係る人件費及び府中の森芸術劇場、郷土の森博物館において、文化振興財
団が実施する、芸術文化振興事業・コミュニティ活動振興事業・郷土資料公開普及事業等の事業費に対して補助している。

府中市における地域文化の振興のため、府中の森芸術劇場をはじめとする２施設を拠点にそれぞれの特性を活かした事業の支援を
行う。

当該施設を快適に利用していただき、利用者・利用率ともに増加させることにより、より多くの市民に文化、芸術及びふるさと府
中の郷土への関心を持っていただく。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

〇府中の森芸術劇場自主事業
　自主・貸館の各事業等３４事業
○郷土の森博物館　
　地域に根差した博物館事業１８事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う様々なイベントの開催が制限
される中で、やむを得ず事業を中止し、又は延期の措置を講じた。来場者
の感染リスクを再優先に考慮しながら、幅広い層の市民が参加・体験でき
る事業を実施した。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

　市の文化芸術推進計画に基づき芸術文化の振興を図るため、芸術文化活
動を通した市民の交流の場・学びの場の提供や市民の自主的な文化活動の
奨励等、各種事業を実施する。また、令和３年度は開館３０周年となるた
め、各種記念事業を実施する。
　郷土の森博物館は、本館天井改修工事に伴い各展示室が休室になること
から、復元建築物等を活用した展示等を通し、事業の充実を図る。

○府中の森芸術劇場自主事業
　自主・貸館の各事業等７１〜８２事業
○府中の森芸術劇場開館３０周年記念事業
　開館３０周年を記念する事業９事業
○郷土の森博物館　
　地域に根差した博物館事業２２〜２３事業

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

〇府中の森芸術劇場自主事業
　自主・貸館の各事業等５９事業
○府中の森芸術劇場開館３０周年記念事業
　開館３０周年を記念する事業９事業
○郷土の森博物館　
　地域に根差した博物館事業２１事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、来場者の感染リスクを
再優先に考慮し、やむを得ず事業を中止し、又は延期の措置を講じた事業
もあったが、各種ガイドラインによる感染予防を行いながら、府中の森芸
術劇場と郷土の森博物館を拠点にそれぞれの特性をいかしながら、各種事
業を展開することができた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

　市の文化芸術推進計画に基づき芸術文化の振興を図るため、芸術文化活
動を通した市民の交流の場・学びの場の提供や市民の自主的な文化活動の
奨励等、各種事業を実施する。
　郷土の森博物館は、引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を
講じながら、博物館の有する教育資源等を生かした魅力ある事業を計画的
に実施する。

○府中の森芸術劇場自主事業
　自主・貸館の各事業等６２〜７９事業
○郷土の森博物館　
　地域に根差した博物館事業２１〜２２事業

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

　府中文化振興財団は、府中市における芸術・文化とコミュ
ニティ活動の振興を図ることを目的に設立した団体であり、
平成２３年度より公益財団法人に移行し、市と連携しながら
様々な公益目的事業を展開しているところである。
　施設が持つ機能や特性を十分に活用し、事業規模を維持し
ながら補助金の削減にも努めている。現状のまま継続してい
く。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

補助金　文化振興財団

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 府中の森芸術劇場事業利用
者数

271,000

人

271,000 271,500 271,500 272,000 272,000

- - - - 令和 3年度

303,292 263,610 28,566 116,638 -

② 郷土の森博物館利用者数
293,158

人

302,000 311,000 320,000 330,000 333,000

- - - - 令和 3年度

274,662 276,650 191,376 231,256 -

　指標①は、新型コロナウイルス
感染拡大に伴う緊急事態宣言の発
令（4月25日〜5月11日）等により
計画値に届かなかったが、昨年度
と比較すると大きく増加した。
　指標②は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のための休館（4
月25日〜5月31日）、事業の休止
・縮小、プラネタリウムの定員抑
制、水遊びの池の利用中止等の要
因により計画値に届かなかった。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

　本事業は、市の地域文化の振興に寄与すべく、府中の森芸術劇場、府中グリーンプラザ、郷土の森博物館を拠点として、それぞれの館の特徴を生
かしながら各種事業を展開してきた。芸術文化振興事業では、市内各施設や学校と連携し、出張事業を実施するほか、各種団体との共催後援事業を
組み入れるなど、芸術文化の総合的な事業を展開してきた。コミュニティ活動振興事業では市民参加型事業を中心に心豊かな交流の深まる事業展開
をしてきた。
　平成２９年度末にグリーンプラザが閉館したことに伴い、グリーンプラザを拠点に展開していたコミュニティ活動振興事業を府中の森芸術劇場に
移して事業を継続した。

　市から公益財団法人府中文化振興財団へ交付する補助金を毎年減額している状況において、文化振興財団独自の自主事業収入の増加を図ることに
より、これまで以上に集客努力や広報活動を推進し、各種事業の入場・参加者数の増加を目指す。さらに、より多くの市民が求める充実した内容で
他市にない魅力ある事業を展開していくことが課題である。
　また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、利用者へのリスクを最優先に考慮し事業を実施するなど、引き続き、安全で快適な運営に努め
る。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

平成３年５月、府中市における芸術・文化活動の振興を図るために府中市
が出資してできた財団であり、市が主体となり補助すべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

259,021,000 241,598,000 245,249,000 249,806,000 238,772,000 238,747,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

259,021,000 241,598,000 245,249,000 249,806,000 238,772,000 238,747,000

259,021,000 241,598,000 240,040,000 249,806,000 238,772,000 0

249,529,828 233,820,090 238,264,321 229,933,652 223,580,753 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

249,529,828 233,820,090 238,264,321 229,933,652 223,580,753 0

96.3% 96.8% 99.3% 92.0% 93.6% 0.0%

0.17 0.17 0.17 0.17 0.17

1,339,360 1,334,869 1,365,432 1,315,551 1,318,740

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

47,783 37,729 41,393 29,550 37,485

250,916,971 235,192,688 239,671,146 231,278,753 224,936,978 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

補助金　文化振興財団

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 10 35 35 0321000 補助金　文化振興財団 163,128,000 152,366,661 165,180,000

2 01 50 30 10 1548600 補助金　文化振興財団 7,496,000 6,685,165 7,496,000

3 01 50 30 21 1581000 補助金　文化振興財団 68,148,000 64,528,927 66,071,000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 238,772,000 223,580,753 238,747,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

郷土の森博物館管理運営事業 30460600

郷土の森博物館における維持管理・企画運営に係る事業

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

主要な事務事業 昭和62年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市郷土の森博物館条例

府中市文化振興計画

郷土の森博物館

平成18年度から指定管理者制度を導入して、当該施設の適切かつ計画的な維持管理・運営に努めるとともに、地域文化振興を図る
ためのプラネタリウムの運営や郷土資料調査・研究を行う。

多くの方々にご利用いただくとともに、ふるさと府中の貴重な歴史資料を収集・保管・活用してきた。市外からの入館者も多く、
多摩地区の総合博物館として、本市の歴史・文化の拠点ともいえる教育施設である。

より多くの市民に東京のふるさと府中の郷土・自然や天文に関心を持っていただく。また、ふるさと府中の郷土資料の調査・研究
を行うことで、市民に郷土の歴史・文化を伝えていく。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）本館劣化部位改修に伴う基本設計、復元建築物旧田中家住宅
バリアフリー対応修繕、本館常設展示室等天井改修工事　など

新型コロナウイルス感染症防止に伴う臨時休館、事業の休止・縮小、広報
活動の自粛などを実施したため、計画どおり事業は実施できなかったが、
対策を徹底したうえで、できうる限りの事業を実施し、博物館が有する機
能を地域に提供した。博物館は開館から30年以上が経過し、設備などの老
朽化が目立つことから、令和2年度は本館劣化部位改修に伴う基本設計、
復元建築物旧田中家住宅バリアフリー対応修繕等を実施し、本館常設展示
室等天井改修工事に着手した。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、事業を計画的
に実施する。また、天井改修工事に伴い、各展示室の休室やプラネタリウ
ムの休映等が生じることから、復元建築物などを活用した展示会の充実を
図るとともに、天文事業の拡充、学校教育への協力推進など、事業の充実
に取り組む。施設の維持管理においては、本館劣化部位改修に伴う実施設
計、常設展示室等天井改修工事（前年度から継続）、園内施設保存活用計
画策定などを実施し、今後も計画的に進めていく。

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）本館劣化部位改修に伴う実施設計、本館常設展示室等天井改
修工事（前年度から継続）　など

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）本館劣化部位改修に伴う実施設計、本館常設展示室等天井改
修工事（前年度から継続）、園内復元建築物等保存活用計画策定　など

天井改修工事に伴う展示室の休室やプラネタリウムの休映に加え、新型コ
ロナウイルス感染防止のための臨時休館などが生じ、計画どおり事業は実
施できなかったが、復元建築物などを活用した展示会の開催、「梅まつり
」夜間ライトアップなど、できうる限りの事業を実施し、博物館が有する
機能を地域に提供した。開館から３０年以上が経過し、設備などの老朽化
が進行していることから、本館改修に伴う実施設計、天井改修工事（前年
度から継続）、園内復元建築物等保存活用計画策定などを実施した。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、事業を計画的
に実施する。令和３年度末に常設展示室等天井改修工事が完了し、令和４
年度は本館各展示室及びプラネタリウムは通常運営に戻ることから、特別
展・企画展事業の再開、学校教育への協力推進、天文事業の拡充、園内の
魅力を生かした事業展開などを通して、各事業の充実を目指す。施設の維
持管理については、園内の自動放水銃等消火設備更新や井水ポンプの修繕
などを実施し、今後も計画的に進めていく。

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）復元建築物旧河内家住宅旧越智家住宅 自動放水銃等消火設
備更新修繕、井水ポンプ交換修繕　など

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

博物館は、本市の歴史・文化の拠点となる教育施設であり、
貴重な歴史資料の保全を担う重要な施設であることから、維
持管理を計画的に実施していく必要がある。また、地域に根
ざした博物館として親しまれるよう、市民のニーズに合わせ
た多彩な事業を展開し、来館者の増加を図っていく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

郷土の森博物館管理運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 郷土の森博物館年間入場者
数

293,158

人

302,000 311,000 320,000 333,000 333,000

- - - - 令和 3年度

274,662 276,650 191,376 231,256 -

② 郷土の森博物館プラネタリ
ウム年間観覧者数

65,538

人

70,000 80,000 90,000 100,000 100,000

- - - - 令和 3年度

59,594 58,490 36,900 46,609 -

年間入場者数及びプラネタリウム
年間観覧者数は、計画値を下回っ
た。【理由】①新型コロナウイル
ス感染症の影響…臨時休館（4月
25日〜5月31日）、事業の休止・
縮小、プラネタリウムの定員抑制
、水遊びの池の利用中止など②常
設展示室等天井改修工事の影響…
各展示室の休止、プラネタリウム
の休映、会議室の貸出し休止など
                

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

昭和62年開館以来、ふるさと府中の貴重な歴史資料を収集・保管・活用した事業を展開し、市内外を問わず多くの方にご利用いただき、ふるさと府
中の歴史や文化の拠点・東京を代表する総合博物館として、広く認知されている。平成18年度には、指定管理者制度を導入。平成26年10月には、本
館常設展示室をリニューアルオープン。従来型の展示に加え、参加・体験型展示を導入し、体感的に楽しみ、学ぶ展示空間を創出した。平成30年5
月には、30年ぶりにプラネタリウムをリニューアルオープン。民間活力を導入したにぎわいと魅力ある空間を創出するプラネタリウムとして、多彩
な番組構成とワークショップ等を提供し、博物館全体の活性化を目指した運営を開始した。令和2年以降は新型コロナウイルスの影響を受け、臨時
休館、事業の休止・縮小等を余儀なくされたが、感染防止対策を徹底しながら、できうる限りの事業を提供した。また、博物館機能を長期的に維持
するための本館劣化部位改修に伴う実施設計を終え、昨年度10月からの常設展示室等天井改修工事は今年度末をもって完了した。

・「安全・安心な憩いの場・学びの場」として、博物館に寄せられる期待は大きい。フィールドミュージアムの強みを生かした事業の充実を図ると
ともに、ＷＥＢによる情報発信を進める等、新しい時代に即した博物館活動の実現に取り組み、来館者増につなげていく。
・来館者、地域住民、学校、企業、ボランティア等との協働を通じ、博物館を拠点としたコミュニティの形成を目指して活動する。
・博物館は開館から30年以上経過し、施設全体の老朽化が顕著である。園内施設（植栽を含む）や復元建築物については、園内施設復元建築物等保
存活用計画策定業務委託報告書等の提案に基づき、改修内容等をより具体化し、長期的視点に立った施設の改修や、管理と活用を図っていく。
・令和5，6年度は本館劣化部位改修工事が予定されていることから、円滑な施設運営を継続するための準備を進めていく。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

指定管理者制度を活用し、市が実施すべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

415,304,000 587,491,000 390,428,000 578,385,000 793,231,000 302,946,000

0 0 0 0 0 0

0 0 6,711,000 80,800,000 105,000,000 0

0 226,000,000 0 0 0 0

50,000,000 0 7,000,000 167,000,000 354,000,000 4,000,000

365,304,000 361,491,000 376,717,000 330,585,000 334,231,000 298,946,000

421,694,000 589,992,000 390,428,000 582,164,000 767,988,000 0

420,471,956 587,222,476 383,236,324 557,273,614 756,133,524 0

0 0 0 0 0 0

137,000 0 6,503,000 64,826,000 156,856,000 0

0 226,000,000 0 0 0 0

50,000,000 1,293,725 0 117,000,000 169,000,000 0

370,334,956 359,928,751 376,733,324 375,447,614 430,277,524 0

99.7% 99.5% 98.2% 95.7% 98.5% 0.0%

1.25 1.25 0.95 1.25 1.25

9,602,030 9,815,213 7,630,357 9,673,170 9,696,618

0.25 0.25 0 0 0

780,100 778,700 0 0 0

267,781 135,047 327,908 516,482 271,526

431,121,867 597,951,436 391,194,589 567,463,266 766,101,668 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

郷土の森博物館管理運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 21 1579000 施設管理運営費　管理運営業務委託料（債務負担行為
解消分）

260,022,000 253,879,412 256,081,000

2 01 50 30 21 1580000 施設管理運営費　事業委託料 5,654,000 5,654,000 5,654,000

3 01 50 30 21 1580500 施設管理運営費　諸経費 47,394,000 46,306,712 9,311,000

4 01 50 30 21 1588000 郷土の森博物館整備事業費　設計委託料 65,611,000 40,367,800

5 01 50 30 21 1588400 郷土の森博物館整備事業費　監理委託料（債務負担行
為解消分）

16,570,000 16,570,000

6 01 50 30 21 1588700 郷土の森博物館園内施設保存活用計画策定費 35,200,000 32,225,600

7 01 50 30 21 1589105 郷土の森博物館整備事業費　常設展示室天井改修工事
費（債務負担行為解消分）

351,780,000 351,780,000

8 01 50 30 21 1590200 郷土の森博物館整備事業費　復元建築物改修工事費 10,000,000 9,350,000

9 01 50 30 21 1590600 郷土の森博物館整備事業費　園内設備改修工事費 30,900,000

10 01 50 30 21 1591000 郷土の森博物館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 793,231,000 756,133,524 302,946,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

美術館維持管理事業 30460700

府中市美術館の管理及び運営

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

主要な事務事業 平成12年度 〜

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

美術館

　施設の適正かつ計画的な維持管理運営に努める。
　美術館の設置目的と基本テーマ「生活と美術」に基づいた収集保存、企画展示、常設展示、教育普及事業とともに、市民ギャラ
リー、美術図書室等の充実を図る。
　学識経験者や団体代表者、公募市民等の１２名で構成する美術館運営協議会において、美術館のあり方等、美術館の今後の方向
性を審議しており、当該協議会からの答申を基に、美術館の運営を行う。

市民の文化芸術に対する期待と需要がますます高まっていく中、身近に、心安らぎ希望と充実感を持てる空間を提供していく必要
がある。

来館者の安全・快適な鑑賞空間を保持し、美術品の保存管理の安定的安全性を維持する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼美術作品９点を購入した。これらを有効活用することに加え創意工夫を
こらしながら、常設展の入場者数増加を目指す。
▼教育普及事業では、配信プログラムを中心に行うワークショップシリー
ズのアートスタジオをはじめ、公開制作及び、学校教育と連携した市立小
・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催し参加者数の増加を目指す。
▼１階和便器３基（女子２、男子１）を洋式化し、全トイレブースの洋式
化が完了した。

▼市民ギャラリー、観覧者数は、感染防止に伴う臨時休館の影響で減少し
たが、一定の成果をあげたと評価できる。
▼教育普及事業は、３万人を下回り、減少幅が大かったが、配信プログラ
ムの実施などで新しい試みをみるなど一定成果をあげたと評価できる。
▼全トイのレ洋式化が完了し、改修計画的どおり実施でき利用者の利便性
が向上したと評価できる

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

▼市民ギャラリーの利用者数の拡大を図る。
▼教育普及事業では、配信プログラムを中心に行うワークショップシリー
ズのアートスタジオをはじめ、公開制作及び、学校教育と連携した市立小
・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催し参加者数の増加を目指す。
▼劣化診断調査を実施し、中長期的な修繕対策を計画する。

▼絵画、彫刻、書、工芸、写真など、美術作品を展示する個人、団体の利
用者の促進を図る。
▼教育普及事業では、配信プログラムを中心に行うワークショップシリー
ズのアートスタジオをはじめ、公開制作及び、学校教育と連携した市立小
・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催し、美術に対する豊かな感性を育
む。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼府中市美術館運営協議会（第１１期）実施（２回）。
▼府中市美術館総合管理委託の実施。
▼府中市美術館劣化診断調査を実施。
▼市民ギャラリーは、利用者数が前年に比べ約２倍以上増加。

▼劣化診断調査を実施し、中長期的な修繕対策を計画できた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

▼市民ギャラリーの利用者数の拡大を図る。
▼全年実施した劣化診断調査を踏まえ、改修内容検討調査委託を実施し、
大規模改修を計画する。

▼府中市美術館運営協議会第１１期答申書作成。
▼府中市美術館総合管理委託の継続実施。
▼不具合設備の修繕実施。
▼施設改修内容検討調査委託実施。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

比較的新しい施設ではあるが、築２０年以上経過し設備の老
朽化が現れている。美術品の保管に直接影響するため、劣化
診断調査を実施し、不具合箇所の洗出しの結果を踏まえ、施
設修繕を計画的に実施していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

美術館維持管理事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 入館者数
203,721

人

220,000 220,000 220,000 220,000 220,000

- - - - 令和 3年度

144,526 302,529 74,214 202,337 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

教育普及事業参加者数ともに、計
画値には達しないものの、コロナ
禍の中では、一定の成果があった
ものと評価できる。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

▼平成３０年度、特定天井改修工事実施。
▼令和元年度、温水ヒータ―更新。
▼令和２年度までに、トイレの全ブースの洋式化完了。
▼令和２年度、給水ポンプユニット更新。
▼令和２年度からランニングコストを抑えるため、電気供給会社を東京電力からシナジアパワーに変更した。
▼経費節電として、深夜電力を活用し冷水を蓄熱し、日中の空調管理に使用して効率を図った。

比較的新しい施設ではあるが、築２０年以上経過し設備の老朽化が現れている。美術品の保管に直接影響するため、劣化診断調査を実施し、不具合
箇所の洗出しの結果を踏まえ、施設修繕を計画的に実施していく。
メンバーシップ会員、賛助会員の加入促進を図り、財源確保に努める。
ボランティア等との協働を継続して実施する。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

地域の特徴を活かし、市が主体的に実施するべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

125,657,000 205,430,000 172,144,000 150,672,000 164,023,000 190,392,000

0 0 0 0 0 0

0 48,700,000 2,346,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

3,127,000 27,211,000 22,220,000 3,220,000 9,376,000 35,376,000

122,530,000 129,519,000 147,578,000 147,452,000 154,647,000 155,016,000

126,573,000 212,911,000 172,003,000 150,569,000 164,897,000 0

124,453,410 204,680,588 162,731,142 141,402,388 158,700,942 0

0 0 0 0 0 0

0 0 2,000,000 2,000,000 0 0

0 0 0 0 0 0

3,486,599 22,383,329 2,933,535 686,504 7,544,164 0

120,966,811 182,297,259 157,797,607 138,715,884 151,156,778 0

98.3% 96.1% 94.6% 93.9% 96.2% 0.0%

3.67 3.66 3.66 4.00 4.00

28,191,560 28,738,942 29,396,955 30,954,144 31,029,176

0.2 0.2 0.2 0 0

624,080 622,960 618,185 0 0

2,688,718 2,340,390 2,543,400 2,453,194 2,711,333

155,957,768 236,382,880 195,289,682 174,809,726 192,441,451 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

美術館維持管理事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 05 1505500 美術館長活動費 2,016,000 2,016,000 2,016,000

2 01 50 30 30 1607300 美術館運営協議会運営費 264,000 231,000 348,000

3 01 50 30 30 1614000 施設管理費　管理委託料 95,356,000 91,709,684 98,070,000

4 01 50 30 30 1615000 施設管理費　光熱水費及び燃料費 34,468,000 35,441,849 31,318,000

5 01 50 30 30 1616000 施設管理費　諸経費 23,919,000 22,372,409 21,440,000

6 01 50 30 30 1625100 美術館整備事業費　調査委託料 7,000,000 6,930,000 14,200,000

7 01 50 30 30 1625500 美術館整備事業費　空気調和設備改修工事費 16,800,000

8 01 50 30 30 1626000 美術館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

9 01 50 30 30 1626500 美術館整備事業費　電気設備改修工事費 5,200,000

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 164,023,000 158,700,942 190,392,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

美術館展覧会運営事業 30460800

企画展の開催

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成12年度 〜

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

全市民及び全利用者

　優れた作品との出会いにより美術文化に対する深い理解と親しみをもち、より豊かな美意識を育める場となるように、企画展を
催す。子どもの鑑賞活動を深めて、豊かな情操を養える企画展を開催する。　本美術館の主催又は共催により、国内外の優れた美
術作品を紹介する企画展を開催する。

「生活と美術」の基本テーマの理念に沿い、地域に根ざした展覧会や全国の美術館とのネットワークを生かした市民の期待にこた
える展覧会を企画する。

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提供する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼緊急事態宣言発令に伴い、ふつうの系譜展は、当初の会期末５月１０日
のところ４月７日で終了した。また、５月２３日から７月８日まで開催予
定の武蔵野展、９月１９日から１１月２３日まで開催予定の動物の絵展は
中止となった。

企画展は、入場者数が減少したが、一定の成果があったと評価できる。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

企画展覧会３事業及び所蔵品展２事業を開催し、効率的な広報活動に努め
入場者数の増加とともに、市民の美術文化に対する意識の高揚を図る。

▼企画展は、秋の大型展覧会においてコンビニエンスストアで前売入場券
を委託販売することで、入場者数の増加を図るとともに、利用者に対する
利便性の向上を図る。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼秋の大型展覧会（動物の絵展）にけるコンビニエンスストアの入場券委
託販売数は、令和元年度（２年度未実施）にくらべ約１０倍となるなどで
、入場者数の増加および利用者に対する利便性の向上が図られた。

企画展覧会５事業及び所蔵品展１事業を開催し、効率的な広報活動に努め
た結果、動物の絵展が年度内完結となる展覧会では、開館以来最も多い場
者数となった。よって市民の美術文化に対する意識の高揚が図られた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

企画展覧会５事業及び所蔵品展１事業を開催し、効率的な広報活動に努め
入場者数の増加とともに、市民の美術文化に対する意識の高揚を図る。

▼企画展は、秋の大型展覧会においてコンビニエンスストアで前売入場券
を委託販売することで、入場者数の増加を図るとともに、利用者に対する
利便性の向上を図る。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

秋の大型展覧会（動物の絵展）年度内完結となる展覧会では
、開館以来最も多い場者数を記録するなど、コロナ禍の中で
は、一定の成果を上げたと評価できる。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

美術館展覧会運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 企画展入場者数
45,521

人

60,000 60,000 60,000 60,000 60,000

- - - - 令和 3年度

46,434 91,817 19,426 71,839 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

令和３年、「動物の絵展」をはじ
め、５つの企画展覧会を開催した
。
入場者数は、計画値を１万人以上
を上回り、一定の成果があったも
のと評価できる。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

展覧会は、学芸員が一から研究企画している。平成１８年の日本経済新聞による全国公立美術館実力調査では、中規模館ながら、企画力では全国で
４位となった。
全国美術館会議等への参加の機会などにより、近隣をはじめ全国の美術館との幅広い交流を図り、情報交流や調査、研究、作品の賃貸、共同展覧会
の開催を図った。

入館者を増やす努力とともに、幅広い年齢層の方々に気軽に来ていただく工夫を行う。
また、市民要望の強い、誰もが知っている作品展覧会を、少なくとも年１回は企画できるよう努める。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

地域の特徴を活かし、市が主体的に実施するべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

95,725,000 66,702,000 76,313,000 141,255,000 137,984,000 70,365,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

27,773,000 25,160,000 18,108,000 47,964,000 38,660,000 22,530,000

67,952,000 41,542,000 58,205,000 93,291,000 99,324,000 47,835,000

95,800,000 92,158,000 76,513,000 78,986,000 137,632,000 0

93,130,430 89,945,091 70,571,746 61,711,500 132,257,411 0

0 0 0 0 0 0

1,608,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

31,812,240 50,320,445 29,879,841 8,340,561 33,239,000 0

59,710,190 39,624,646 40,691,905 53,370,939 99,018,411 0

97.2% 97.6% 92.2% 78.1% 96.1% 0.0%

3.17 4.17 4.17 4.10 4.10

24,350,748 32,743,549 33,493,252 31,727,998 31,804,905

0.4 0.4 0.4 0 0

1,248,160 1,245,920 1,236,369 0 0

2,480,289 2,770,877 3,011,230 2,514,526 2,779,118

121,209,627 126,705,437 108,312,598 95,954,024 166,841,434 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

美術館展覧会運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 30 1607900 展覧会事業費（債務負担行為解消分） 3,300,000

2 01 50 30 30 1608000 展覧会事業費 137,984,000 132,257,411 67,065,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 137,984,000 132,257,411 70,365,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

美術館常設展等運営事業 30460900

所蔵品展及び常設展の開催

5 文化・芸術活動の支援

46 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成12年度 〜

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

市民、所蔵品

　優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提供する。
　様々な教育普及事業を開催して、創作、鑑賞、学習など市民の様々なニーズに答える。
　美術図書室を充実させ、画集、美術書を市民が安らぎを持って楽しめる空間を提供する。
　美術品を購入する際や美術品の寄附の申出があった際には、有識者６名により構成する府中市美術品収集選定委員会において、
その購入や寄附の受入を審議している。

心の安らぎと希望の持てる空間を市民が求める中、府中市美術館独自の地域美術と所蔵品を調査研究して常設展示し、また様々な
教育普及事業を開催して、市民のニーズに答える必要がある。

所蔵品の維持管理及び所蔵品展の開催。教育普及事業の開催。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼美術作品を６点購入した。これらを有効活用することに加え創意工夫を
こらしながら、常設展の一日当たり入場者数増加を目指す。

常設展観覧者数は、減少したが、拡大常設展を代替開催するなど一定の成
果があったものと評価できる。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

▼常設展、教育普及事業を通し、全市民の美術文化に対する知識を高める
とともに意識の高揚を図る。
▼他所にはない府中独自の美術風土を発掘、拡充、展開を図るため、適切
に美術品を購入する。

▼教育普及事業では、配信プログラムを中心に行うワークショップシリー
ズのアートスタジオをはじめ、公開制作及び、学校教育と連携した市立小
・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催し参加者数の増加を目指す。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

▼教育普及事業では、配信プログラムを中心に行うワークショップシリー
ズのアートスタジオをはじめ、公開制作及び、学校教育と連携した市立小
・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催した結果、参加者数は、前年に比
べほぼ６割り増加した。
▼作品収集は、１６点（購入６点、寄贈１０点）となり、所蔵作品数が３
，０００点を超えた。

▼常設展、教育普及事業を通し、全市民の美術文化に対する知識を高める
とともに意識の高揚を図られた。
▼他所にはない府中独自の美術風土を発掘、拡充、展開を図るため、適切
に美術品を購入できた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

▼常設展、教育普及事業を通し、全市民の美術文化に対する知識を高める
とともに意識の高揚を図る。
▼教育普及事業では、引続き、アートスタジオをはじめ、公開制作及び、
学校教育と連携した市立小・中学校美術鑑賞教室などの事業を開催し参加
者数の増加を目指す。
▼他所にはない府中独自の美術風土を発掘、拡充、展開を図るため、優れ
た美術品を購入する。

▼オンライン事業とともに、対面による事業もポストコロナに取り組みな
がら実施。
▼他所にはない府中独自の美術風土を発掘、拡充、展開を図るため、優れ
た美術品を４点購入する

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

美術普及事業参加者数では、計画値に届かなかったものの、
常設展入場者数は、計画値を一万人以上回るなど、コロナ禍
の中では、一定の成果があったものと評価できる。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

美術館常設展等運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 入場者数
56,015

人

60,000 60,000 60,000 60,000 60,000

- - - - 令和 3年度

47,278 93,069 21,326 72,691 -

② 美術普及事業参加者数
58,221

人

60,000 60,000 60,000 60,000 60,000

- - - - 令和 3年度

36,467 92,213 28,368 45,920 -

美術普及事業参加者数は、計画値
の７７％に留まったものの、常設
展入場者数は、計画値を一万人以
上回り、コロナ禍の中では、一定
の成果があったものと評価できる
。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

今まで収集してきた作品の保存・管理を行い、「生活と美術」の基本テーマのもと、常設展はテーマを設け年間４〜６回展示替えを行うとともに、
中止になった企画展の代替策として、拡大版常設展「東京近郊のんびり散歩」を開催し、美術に楽しめる工夫をした展覧会を開催した。

収集作品の充実による常設展について、市内高齢者が元気に外へ出て行く場所としての啓発を行う。子どもを対象とした展覧会は、親子を対象とす
るなど観覧者数が増えるように工夫する必要がある。
展覧会及び関連事業の充実を図り、新成人や高齢者など、あらゆる年代への啓発を行い、市民ニーズの変化に対応した企画を開催し、広報に工夫す
るなどして、観覧者数の増加に努める。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

地域の特徴を活かし、市が主体的に実施するべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

32,493,000 18,496,000 28,546,000 40,794,000 60,311,000 71,184,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,450,000 2,501,000 7,491,000 23,194,000 37,995,000 36,367,000

30,043,000 15,995,000 21,055,000 17,600,000 22,316,000 34,817,000

31,577,000 18,496,000 28,487,000 35,072,000 59,836,000 0

29,840,050 15,924,170 27,394,835 34,329,457 56,905,227 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

3,246,070 2,554,331 12,159,035 16,682,511 36,945,869 0

26,593,980 13,369,839 15,235,800 17,646,946 19,959,358 0

94.5% 86.1% 96.2% 97.9% 95.1% 0.0%

3.16 4.17 4.17 3.90 3.90

24,273,932 32,743,549 33,493,252 30,180,290 30,253,447

0.4 0.4 0.4 0 0

1,248,160 1,245,920 1,236,369 0 0

2,473,342 2,770,876 3,011,228 2,391,864 2,643,550

57,835,484 52,684,515 65,135,685 66,901,611 89,802,224 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

美術館常設展等運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 30 1607500 美術品収集選定委員会運営費 240,000 81,606 210,000

2 01 50 30 30 1609000 美術普及事業費 9,515,000 8,308,870 9,534,000

3 01 50 30 30 1610000 所蔵品展示管理費 16,567,000 14,531,821 20,576,000

4 01 50 30 30 1612000 美術品購入費 32,725,000 32,725,000 25,300,000

5 01 50 30 30 1613000 図書資料等購入費 994,000 987,930 994,000

6 01 50 30 30 1617000 負担金　全国美術館会議 30,000 30,000 30,000

7 01 50 30 30 1618000 負担金　日本博物館協会 40,000 40,000 40,000

8 01 50 30 30 1619000 負担金　東京の美術館・博物館等共通入館事業費 200,000 200,000 200,000

9 01 50 30 30 1623190 負担金　アーツ＆クラフツ展 14,300,000

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 60,311,000 56,905,227 71,184,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

歴史文化財保存活用事業 30470100

市内文化財の保存及び活用

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 昭和31年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

文化財保護法、東京都文化財保護条例、府中市文化財の保存及び活用に関する条例

武蔵国府跡保存活用事業・馬場大門ケヤキ並木保護対策事業

府中市内の文化財

　国史跡武蔵府中熊野神社古墳、国史跡武蔵国府跡（国衙地区・国司館地区）、馬場大門のケヤキ並木など、他市には無い全国的
にも優れた歴史文化遺産を保存し、広く活用するため、市民とともに積極的に保護に取り組んでいく体制や組織を構築する。また
、これらの歴史文化遺産を有機的に結びつけることによって、点から線、さらに面として広く活用していく。
　また、市内の歴史・文化を研究する市民団体である史談会に対し、運営費の一部を補助することで運営を支援する。

武蔵国府を中心とする、府中の歴史・文化の情報発信拠点施設として、国府資料展示室の公開、公文書史料室の展示公開事業を実
施した。このほかでは、市史跡旧陸軍調布飛行場白糸台掩体壕の保存整備を行い、平和展での展示事業も実施していく。

貴重な文化遺産を後世へと伝えていくために、適切に保存・整備・活用し、調査・研究の成果に基づいて様々な形で広く紹介し、
「歴史と伝統あるまち・府中」への郷土愛を高めていく。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼文化財の維持・管理
▼文化財保護審議会の運営
▼史談会の運営費への補助
▼大國魂神社本殿修理への補助

▼文化財の維持・管理により保存活用が図られた。
▼文化財保護審議会へ「府中市文化財の指定について」諮問し、継続して
審議された。
▼史談会の新たな会員の加入促進につなげるため、講演会への支援を図り
、大國魂神社本殿修理への補助により、文化財の維持に努めた。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

▼継続して文化財の維持・管理をする。
▼文化財保護審議会の運営では、諮問事項の審議を継続して進めていく。
▼多摩郷土誌フェアに出店し、市が発行した様々な資料を一般に頒布し、
ＰＲを図っていく。
▼史談会の運営を支援し、歴史・文化のさらなる研究を進める。

▼文化財の維持・管理
▼文化財保護審議会の運営
▼多摩郷土誌フェアへの出店
▼史談会の運営費への補助

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼文化財の維持管理
▼古民家活用の市場調査実施と保存活用計画（指針）策定
▼文化財保護審議会より「内藤家住宅の府中市文化財指定」について答申
がなされ、当住宅を市有形文化財（建造物）に指定した。
▼史談会の運営費への一部補助

▼文化財の適切な維持管理により保存活用が図られた。
▼古民家の歴史的価値が評価され、文化財保存が図られた。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化の研究と普及が図られた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

▼継続して文化財を適切に維持管理する。
▼内藤家住宅の保存活用に係る耐震予備診断を進める。
▼文化財保護審議会では、文化財指定候補を調査し、新文化財の指定に向
け審議を進める。
▼多摩郷土誌フェアに出店し、市が発行した様々な資料を一般に頒布し、
ＰＲを図っていく。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化のさらなる研究と普及を図る。

▼文化財の維持管理
▼内藤家住宅の保存活用事業に伴う耐震予備診断等の基礎調査
▼文化財保護審議会の運営
▼多摩郷土誌フェアへの出店
▼史談会の運営費への一部補助

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

A

引き続き、文化財保護審議会と連携して、文化財指定候補を
調査し、新文化財の指定を行っていく。また、内藤家住宅に
ついては、当該文化財を将来にわたり保存し、活用を図って
いく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

歴史文化財保存活用事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

昭和31年制定の「文化財保護条例」を平成19年に全部改正し「文化財の保存及び活用に関する条例」を制定。令和4年3月末現在、国指定文化財9件
、国登録有形文化財1件、国選択記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財1件、文部科学省認定重要美術品4件、都指定文化財17件、市指定文
化財44件、市登録文化財1件の計77件を保存・活用してきた。この中には、平成17年度の「武蔵府中熊野神社古墳」（国史跡）、平成21年度の「武
蔵国府跡（国衙地区）」（国史跡）・「武蔵府中くらやみ祭」（都無形民俗文化財）、平成22年度の古代国司館の「国史跡武蔵国府跡」の追加、平
成25年度の「大國魂神社の木造獅子頭一対」（市有形民俗文化財）、平成26年度の大國魂神社東照宮本殿（市有形文化財・建造物）の文化財指定な
どがあり、大きな成果をあげている。また。平成29年度に「没後250年記念川崎平右衛門ゆかりのまち交流事業」を実施。令和3年度には、文化財保
護審議会より「内藤家住宅の府中市文化財指定」について答申をいただき、令和4年1月に当住宅を市有形文化財（建造物）に指定した。

・ハードの整備に加え、ソフト面での文化財の活用をいかに図っていくかが大きな課題であるとともに、市内の貴重な文化財のより一層の保存が必
要となっている。
・文化財保護審議会委員とも連携し、市内の貴重な文化財の指定を含めた保存と活用を図っていく必要がある。また、平成23年2月に国の追加指定
史跡となった「武蔵国府跡国司館地区」や、令和4年1月に市指定有形文化財（建造物）となった「内藤家住宅」の保存・活用、ケヤキ並木の保護・
更新には、特に積極的な取り組みを行っていく必要がある。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

市内の文化財関連事業状況の把握は、市が主体となり行っていく事業であ
る。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

15,577,000 7,648,000 23,885,000 33,819,000 28,835,000 28,577,000

0 1,750,000 1,800,000 2,303,000 2,250,000 1,300,000

0 0 0 0 0 20,000

0 0 0 0 0 0

10,000 10,000 0 0 11,300,000 9,000,000

15,567,000 5,888,000 22,085,000 31,516,000 15,285,000 18,257,000

17,550,000 10,036,000 23,885,000 33,251,000 28,824,000 0

16,259,979 9,733,011 14,364,778 24,625,778 25,329,939 0

0 1,750,000 1,171,000 1,000,000 1,000,000 0

145,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,529,800 0 0 0 11,000,000 0

13,585,179 7,983,011 13,193,778 23,625,778 13,329,939 0

92.6% 97.0% 60.1% 74.1% 87.9% 0.0%

1.75 1.75 0.85 1.35 2.45

13,442,842 13,741,298 6,827,162 10,447,024 19,005,370

0.5 0.5 0 0 0

1,560,200 1,557,401 0 0 0

82,063 202,573 188,073 32,332 58,351

31,345,084 25,234,282 21,380,013 35,105,134 44,393,660 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

歴史文化財保存活用事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1521500 文化財保護審議会運営費 1,334,000 1,326,210 1,334,000

2 01 50 30 10 1523000 文化財保護振興費 16,128,000 15,586,918 15,580,000

3 01 50 30 10 1524500 歴史的公文書保存活用事業費 4,312,000 4,262,878 4,228,000

4 01 50 30 10 1529000 武蔵国府等展示活用事業費 6,867,000 4,004,933 7,241,000

5 01 50 30 10 1543000 負担金　東京都市多摩郷土誌フェア 15,000 0 15,000

6 01 50 30 10 1545000 負担金　全国史跡整備市町村協議会 70,000 40,000 70,000

7 01 50 30 10 1546000 負担金　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会 45,000 45,000 45,000

8 01 50 30 10 1548000 補助金　史談会活動事業費 64,000 64,000 64,000

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 28,835,000 25,329,939 28,577,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

埋蔵文化財保存活用事業 30470200

市内の地下に保存されてきた埋蔵文化財（遺跡）の保護・活用

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

主要な事務事業 昭和50年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業を見直す裁量はない

文化財保護法・東京都文化財保護条例、府中市文化財の保存及び活用に関する条例

市内の埋蔵文化財

▼開発による破壊される遺跡の記録保存を行うため、文化財保護法に基づき指定された範囲で個人住宅を建てる場合に、市が遺跡
調査会に委託して緊急発掘調査を実施する。
▼国府等の重要遺跡の保存と活用を行う。
▼発掘調査成果をデータ化し、活用しやすい状態にすることで、利用の範囲が広がることから、このデータ化を継続するとともに
、これらを公開・活用して積極的に発信することにより、市民の文化財保護に対する関心を高める。

開発により遺跡が破壊される場合に記録保存を行う。また、国府等に関わる重要な遺跡の保護を行う。

開発により破壊される遺構の記録保存及び重要遺跡の保護と保存及び活用

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼発掘調査
　埋蔵文化財発掘調査…14件（1,050.34㎡）
　埋葬文化財試掘調査…80件（2,348.32㎡）
　調査報告書の発行…１冊
▼保存活用
　データベースへの入力…1,152遺構
　撮影フィルムのデジタル化…314枚

▼埋蔵文化財包蔵地内での開発行為に対し、事業を遅らせることなく、適
切に保護することができている。
▼発見された埋蔵文化財を、適切に保護することができている。
▼報告書の刊行や、データベースの蓄積などで、調査成果を市民に還元す
ることができている。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

埋蔵文化財包蔵地内の土木等工事に際しては、文化財保護法第93条に基づ
く届出が義務付けられている。その旨を正しく理解し、適切に対応してい
ただけるよう、市民、市内事業者に対して、広く周知していく。
また、遅滞なく開発行為に着手していただくため、過去のデータを整理、
蓄積し、窓口での適切な対応、その後の各種調査の速やかな実施に努めて
いく。

発掘届の内容に基づき、適切に試掘調査及び本発掘調査を実施する。
調査後には、適時適切に整理作業を実施し、確実に発掘調査報告書を刊行
するとともに、埋蔵文化財情報データベースの更新等を行っていく。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼埋蔵文化財発掘調査　 12件（1,782.73㎡）
▼埋蔵文化財試掘調査　110件（2,886.2㎡）
▼報告書作成業務
▼埋蔵文化財情報データベース更新

埋蔵文化財包蔵地内での開発行為に対しては、法律に基づく届出等が義務
付けられている。そのことを周知し、適切に対応していただけるよう、進
めることができた。
また、遅滞なく開発行為に着手していただくため、過去のデータを蓄積し
、窓口での適切な対応、その後の各種調査の速やかな着手、実施に努める
ことができた。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

埋蔵文化財包蔵地内の土木等工事に際しては、文化財保護法第93条に基づ
く届出が義務付けられている。その旨を正しく理解し、適切に対応してい
ただけるよう、市民、市内事業者に対して、広く周知していく。
また、遅滞なく開発行為に着手していただけるよう、過去のデータを整理
・蓄積し、窓口での適切な対応、その後の各種調査の速やかな実施に努め
ていく。

発掘届の内容に基づき、適切に試掘調査及び本発掘調査を実施する。
調査後は、速やかに整理作業を実施し、確実に発掘調査報告書を刊行する
など、市民への還元に務める。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

埋蔵文化財の保護は、文化財保護法に定められた必要事項で
ある。当該事業は、法律で提出義務が課された発掘届に対応
するものであり、今後も継続して実施していく必要がある。
また、発掘調査は、本市の歴史解明に欠かすことができない
手段であり、引続き実施する必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

埋蔵文化財保存活用事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

昭和50年の文化財保護法一部改正以降、埋蔵文化財包蔵地における開発事業に先立ち、適時適切な調査を実施するとともに、報告書を刊行し、市民
に還元できている。
また、その調査成果をデータベース化し、窓口でデータを公開することにより、届出者・開発事業者にわかり易く状況を説明することができている
。
さらに、このデータベースがあることで、周囲の状況把握が容易で、速やかに試掘の要不要について判断することが可能となり、開発事業の着手遅
延を防ぐことができている。

法律に基づく事業ではあるが、市民の理解・協力によるところが大きい本事業において、その埋蔵文化財発掘調査の成果をいかに市民に還元するか
、が課題である。還元する方策として、文化庁より指導されている調査報告書の刊行や、各種展示会等の普及啓発事業が位置付けられるが、その充
実が必要である。
開発行為と一体であるため、開発行為着手前までに発掘調査を終わらせることが求められている。調査体制等について従来の体制を維持していくだ
けではなく、安定した体制を取れるよう検討が必要である。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

試掘調査や、国や都の公共事業以外の開発事業に伴う本発掘調査は、改正
地方自治法に基づく自治事務として、市が実施すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

63,267,000 56,723,000 59,901,000 77,189,000 79,470,000 120,457,000

18,640,000 16,600,000 16,600,000 25,045,000 24,192,000 44,182,000

8,000,000 8,300,000 8,300,000 12,542,000 12,116,000 22,091,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

36,627,000 31,823,000 35,001,000 39,602,000 43,162,000 54,184,000

68,478,000 51,524,000 59,921,000 77,250,000 99,151,000 0

67,488,817 51,270,336 56,060,963 73,158,650 98,355,945 0

18,112,000 13,850,000 14,136,000 19,034,000 16,750,000 0

8,000,000 6,925,000 7,068,000 9,537,000 8,395,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

41,376,817 30,495,336 34,856,963 44,587,650 73,210,945 0

98.6% 99.5% 93.6% 94.7% 99.2% 0.0%

2.60 2.60 3.50 3.90 3.90

19,972,222 20,415,642 28,111,843 30,180,290 30,253,447

2.5 2.5 2.5 3 2

7,801,000 7,787,003 7,727,308 9,493,071 6,457,440

167,009 459,166 71,132 165,252 130,123

95,429,048 79,932,147 91,971,245 112,997,263 135,196,955 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

埋蔵文化財保存活用事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1524000 埋蔵文化財発掘調査費 77,424,000 97,073,631 118,484,000

2 01 50 30 10 1540000 埋蔵文化財整理事務所管理費　管理委託料 538,000 346,830 535,000

3 01 50 30 10 1541000 埋蔵文化財整理事務所管理費　光熱水費及び燃料費 953,000 819,993 897,000

4 01 50 30 10 1542000 埋蔵文化財整理事務所管理費　諸経費 555,000 115,491 541,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 79,470,000 98,355,945 120,457,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

武蔵国府跡保存活用事業 30470300

国史跡武蔵国府跡の保存・活用

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

主要な事務事業 昭和50年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

文化財保護法、東京都文化財保護条例、府中市文化財の保存及び活用に関する条例

埋蔵文化財保存活用事業

国史跡武蔵国府跡（国衙地区・国司館地区）

　大國魂神社の東に武蔵国の国衙があったことが調査により判明し、また、府中本町駅に隣接する地域では、国司館が建っていた
ことが調査によりわかっている。
　これらを適切に保存・活用するため、国史跡武蔵国府跡保存整備活用検討協議会を立ち上げ、学識経験者・関係団体代表・市民
代表らの意見を取り入れながら、国史跡武蔵国府跡保存管理計画を策定し、本史跡を将来に亘って保存し、確実に次世代へと継承
していく。国史跡武蔵国府跡（国司館地区）の保存整備活用にあたっては、史跡の保存とＪＲ府中本町駅前のにぎわいと魅力ある
空間の両立をめざし、設計・施工を進めていく。
　また、史跡の歴史的価値を広く内外へ発信するため、市民と協働で活用を図っていく。

国史跡武蔵国府跡は、昭和５０年から４０年に及ぶ発掘調査によって、国内で最も国府域の具体的な様相が明らかになっている。

国史跡武蔵国府跡を将来に亘って適切に保存し、市民と協働で広く活用を図っていく。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

〇国史跡武蔵国府跡（国司館地区）史跡広場の公開、維持管理
〇国史跡武蔵国府跡（国司館地区）保存活用第２期整備基本計画策定完了

国司館と家康御殿史跡広場で復元模型や武蔵国府スコープを活用して、見
学者の利便を図った。また、第２期整備事業として、文化庁、東京都の指
導、助言のもと、ガイダンス兼にぎわい施設の整備に向けた基本計画（そ
の２）の策定業務を行った。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

国司館と家康御殿史跡広場で復元模型や武蔵国府スコープを活用して、見
学者の利便を図っていく。また、第２期整備事業については、史跡広場の
活用を検証しながら文化庁、東京都の指導、助言のもと、ガイダンス兼に
ぎわい施設の整備に向けた検討を行う。

〇国史跡武蔵国府跡（国司館地区）史跡広場の公開、維持管理
〇国史跡武蔵国府跡保存活用検討会議の運営
〇国史跡武蔵国府跡保存活用検討会議作業部会の運営
〇国史跡武蔵国府跡（国司館地区）第２期整備基本計画の実施に向けた検
討
〇史跡広場の活用についての実証的検討

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

実証実験イベントを１回開催し、１９５人の来場者があった。来場者に配
布したアンケートにより、市民が望む今後のイベントの在り方や国司館地
区第２期整備基本計画を推進するに当たっての方向性をある程度把握する
ことができた。　　　　　　　　

市民が望む今後のイベントの在り方や国司館地区第２期整備基本計画を推
進するに当たっての方向性をある程度把握することができた。今後は、さ
らに拡大して実施していきたい。　　　

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

日常利用の促進とともに、継続的なにぎわいを創出するための実証実験と
して、園内において実証実験イベントを実施し、活用の検証を行った上で
、第２期整備を進める。
また、ガイダンス兼にぎわい施設建設に向けた基本計画策定を進めるなか
で、具体的な活用の方策を実施・検証していく。

実証実験イベントを２回開催予定。
暑さ対策と日常利用を踏まえ、６月からパラソル付きのイス、テーブルを
設置する。設置状況に伴う、市民の意見、感想を確認し、今後に反映をさ
せていく。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

A

実証実験イベントや通常の開園時における実験的な取組をさ
らに拡大し、市民の意見、感想を確認していきながら、たく
さんの方に利用していただけるような第２期整備につなげて
いく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

武蔵国府跡保存活用事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 武蔵国府跡国司館地区入場
者数

20,000

人

20,000 25,000 30,000 35,000 35,000

- - - - 令和 3年度

14,459 36,147 27,692 30,236 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

指標目標に達しなかったのは、新
型コロナウィルス感染予防対策の
ため４月と５月を休園とし、武蔵
国府スコープの利用にも制限を設
けたためで、状況が改善されれば
、今後は目標に到達するものと予
想できる。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

ＪＲ府中本町駅前に位置する国史跡武蔵国府跡（国司館地区）について、全国でここにしかない貴重な史跡として、その魅力と価値を市内外に発信
するため、整備を進めている。
平成３０年度は、1/10スケールの国司館復元模型及びＣＧ復元画像で見ることができるＶＲ映像機器（武蔵国府スコープ）による復元整備を終え、
第１期整備事業を完了し、国司館と家康御殿史跡広場として供用開始した。ＪＲ府中本町駅前のにぎわいと魅力ある空間を創出するよう第２期整備
を行っていくため、令和元年度には建物規模等の検討を行った。令和２年度には第２期整備事業の実施に向け地質調査を行い、基本計画（その２）
の策定業務を行った。その上で、令和３年度には内部検討を進めた。

これまでの経過を踏まえた上で、第２期整備事業については、広場の活用を検証しながら、史跡の保存とＪＲ府中本町駅前の魅力ある空間の両立を
目指して、ガイダンス兼にぎわい施設建設の事業手法を含め、さらに検討を進めていく。
また、史跡の歴史的価値を広く市内外へ発信しながら、年間を通じて多くの人々が集う場所としての幅広い活用の手法について、地元市民と協働で
検討を行い、実施していく。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

史跡の管理団体として府中市が指定され、市のひとつの玄関口であるＪＲ
府中本町駅前の魅力のある空間の創出を目指し、市として取り組む。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

342,964,000 18,341,000 41,323,000 26,622,000 7,299,000 11,789,000

171,350,000 0 0 0 0 0

85,675,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 16,000,000 14,100,000 0 1,600,000

85,939,000 18,341,000 25,323,000 12,522,000 7,299,000 10,189,000

225,276,400 92,576,600 41,323,000 26,622,000 7,291,000 0

224,556,914 90,069,793 37,971,811 24,637,753 6,570,232 0

104,241,000 38,485,000 0 0 0 0

78,181,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 14,400,000 14,100,000 0 0

42,134,914 51,584,793 23,571,811 10,537,753 6,570,232 0

99.7% 97.3% 91.9% 92.5% 90.1% 0.0%

1.35 1.35 2.00 1.20 1.20

10,370,192 10,600,430 16,063,910 9,286,243 9,308,753

0.5 0.5 1 0 0

1,560,200 1,557,401 3,090,923 0 0

61,961 166,560 71,132 28,739 26,466

236,549,267 102,394,183 57,197,776 33,952,735 15,905,451 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

武蔵国府跡保存活用事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1519800 武蔵国府跡保存整備活用検討会議運営費 294,000 0 494,000

2 01 50 30 10 1529600 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　業務運営委託
料

3,775,000 3,250,222 3,879,000

3 01 50 30 10 1529610 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　管理委託料 1,558,000 1,427,393 1,759,000

4 01 50 30 10 1529620 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　光熱水費 344,000 326,710 318,000

5 01 50 30 10 1529630 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　諸経費 281,000 518,907 4,291,000

6 01 50 30 10 1529635 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　諸経費（債務
負担行為解消分）

1,047,000 1,047,000 1,048,000

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 7,299,000 6,570,232 11,789,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

ふるさと府中歴史館管理運営事業 30470500

「ふるさと府中歴史館」として管理・運営する。

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

主要な事務事業 平成23年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

文化財保護法、東京都文化財保護条例、府中市文化財保護条例、府中市文化財及び保存に関する条例

府中市文化振興計画

ふるさと府中歴史館

　１，３００年前に武蔵国府の中枢施設である国衙が置かれた場所にあることを踏まえ、武蔵国府に関する情報発信等の施設とし
て、歴史的資料・郷土資料等の収集・保存を行う。
　また、古代国府を中心とした市の歴史や文化について、市民に発信し、関心を寄せられるよう、特別展や講座などを開催する。

市の名の由来となった「武蔵国府」が置かれた場所付近に案内施設の要望があり、廃止となった旧中央図書館をリニューアルして
、武蔵国府に関する情報発信等や歴史的資料・郷土資料等の収集・保存を行うことを目的とした。

武蔵国府に関する情報発信等の施設として、歴史的資料・郷土資料等の収集・保存を行い、市内外の多くの方に観ていただき理解
をいただく。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ﾑｻｼｶﾒ丸君のﾄﾞｷ土器夏休み」ほか　915人
▼令和2年度府中の発掘お宝展　　17,557人

開発者への問合せ対応や、市民への周知に効果が高いことから、文化財情
報データベースシステムを引き続き運用した。また、新型コロナウイルス
感染症防止のため、くらやみ祭展の中止や、夏休み期間中の子供向けのワ
ークショップを持ち帰り企画として開催するとともに、長年にわたる発掘
調査を基にした企画展示を行ったが、約２か月間臨時休館を実施したこと
と、全国的に外出自粛の要請が行われたことから、来館者数が昨年から大
幅に減少した。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

ふるさと府中歴史館の管理運営のほか、歴史的公文書資料の収集、整理及
び保存を継続する。
文化財情報データベースシステムについても引き続き運用し、くらやみ祭
展や夏休み期間中に子供向けのワークショップを開催するとともに、長年
にわたる発掘調査を基にした特別展を開催し、発掘成果を公開する。

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼くらやみ祭特別展の開催
▼夏休み期間中の子ども向けワークショップの開催
▼特別展：府中の発掘お宝展の開催

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ﾑｻｼｶﾒ丸君のﾄﾞｷ土器夏休み」ほか　1,530人
▼令和2年度府中の発掘お宝展　　19,967人

開発者への問合せ対応や、市民への周知に効果が高いことから、文化財情
報データベースシステムを引き続き運用した。また、新型コロナウイルス
感染症防止のため、昨年度に引き続き、くらやみ祭展の中止や、子供向け
のワークショップを持ち帰り企画として開催するとともに、発掘成果を公
開する「発掘お宝展」や、歴史館収蔵資料の展示等を行い、約１か月間臨
時休館を実施した中ではあったが、来館者数は回復傾向にある。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

ふるさと府中歴史館の管理運営のほか、歴史的公文書資料の収集、整理及
び保存を継続する。
文化財情報データベースシステムについても引き続き運用し、くらやみ祭
展や夏休み期間中等に子供向けのワークショップを開催するとともに、長
年にわたる発掘調査を基にした特別展を開催し、発掘成果を公開する

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼くらやみ祭特別展の開催
▼夏休み期間中等の子ども向けワークショップの開催
▼特別展：府中の発掘お宝展の開催

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

今後も、新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底したうえ
で、発掘調査成果の公開展示をはじめ、くらやみ祭などのイ
ベントに合わせた展示等を行い、今後も身近な教育の場とな
るよう努め、来館者の増加を図っていく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

ふるさと府中歴史館管理運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 「ふるさと府中歴史館」入
館者数

88,962

人

94,700 96,600 98,600 100,000 100,000

- - - - 令和 3年度

79,642 86,284 45,738 68,395 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

令和3年度の入館者数は、制限が
緩和されてきたことから、昨年度
よりは回復傾向にあるが、大國魂
神社でのイベント等の中止、緊急
事態宣言による１か月の臨時休館
、その後も、まん延防止等重点措
置、リバウンド警戒期間などが要
請された影響から、通常の入館者
数には戻れていない状況と考えら
れる。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

ふるさと府中歴史館の整備は、平成20年度に建築工事と展示工事の実施設計を行い、全体計画を取りまとめた。建物内の配置は、機能や利便性に配
慮し、１階を「国府メモリアルホール」、「万葉集の世界」及び「くらやみ祭紹介コーナー」に、２階を「宮町図書館」及び「公文書史料室・公文
書史料展示室・国府資料室」に、３階を「事務室」として整備した。
平成21年度からは耐震改修工事、各種設備工事及び「国府資料室」の展示工事を進め、平成23年４月に開館したものである。
開館直後から、１・２階のコーナー利用以外に来館を促す様々な企画展示や講座の開催に努めてきた。

・今後も市民の意見を伺いながら府中市の歴史や文化を紹介し、広く市民の郷土愛を高める施設として、多くの方に来館していただく施設としてい
く。また、くらやみ祭展や発掘された最新の遺物の展示や、２階の公文書史料展示室を使用した、貴重な歴史史料の研究成果を公開する企画展など
、魅力ある展示に努め、より多くの来館者とリピーターの確保に努めていく。
・ふるさと府中歴史館は、公共施設マネジメント推進プランの取組により、新庁舎移転後に機能移転と廃止が決まっている中で、経年劣化に伴い、
平成30年度に資料庫屋上の防水シート修理を、令和元年度には屋上キュービクル改修を、令和2年度には、屋上通路改修などを実施しきているが、
エレベーターの老朽化など、今後も、建物の維持管理は引き続き行っていく必要がある。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

歴史と文化の継承は、基礎的自治体の責務である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

25,006,000 25,474,000 26,493,000 27,132,000 26,909,000 23,160,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

25,006,000 25,474,000 26,493,000 27,132,000 26,909,000 23,160,000

25,330,000 53,386,000 43,013,000 27,878,000 26,909,000 0

23,147,343 47,758,302 39,616,335 25,051,514 24,302,189 0

0 0 0 0 0 0

324,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 25,920 0 23,100 0 0

22,823,343 47,732,382 39,616,335 25,028,414 24,302,189 0

91.4% 89.5% 92.1% 89.9% 90.3% 0.0%

0.85 0.85 1.20 2.50 1.40

6,529,380 6,674,345 9,638,346 19,346,340 10,860,212

0.3 0.3 0.6 1 0

936,120 934,440 1,854,554 3,164,357 0

37,957 103,536 71,131 83,823 30,877

30,650,800 55,470,623 51,180,366 47,646,034 35,193,278 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

ふるさと府中歴史館管理運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1540500 ふるさと府中歴史館管理運営費　管理委託料 15,757,000 14,576,540 15,256,000

2 01 50 30 10 1540510 ふるさと府中歴史館管理運営費　光熱水費 4,895,000 4,778,282 4,016,000

3 01 50 30 10 1540520 ふるさと府中歴史館管理運営費　諸経費 5,257,000 4,947,367 2,888,000

4 01 50 30 10 1554790 ふるさと府中歴史館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 26,909,000 24,302,189 23,160,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業 30470600

国史跡　武蔵府中熊野神社古墳展示館の管理、運営

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 平成23年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

古墳見学者

　墳丘土層標本や調査中の写真、解説パネル等を設置し、熊野神社古墳の魅力を発信するための施設として、国史跡　武蔵府中熊
野神社古墳展示館の建物管理及び受付、入館者対応などを行う。

平成17年に熊野神社古墳が国史跡に指定され復元整備が行われた。これに伴い古墳展示館が整備された。

国史跡武蔵府中熊野神社古墳の見学に際して、より古墳の意義の理解を促し、府中市の歴史を学習できる場とする。さらに、地域
の情報発信のできる施設として市民と協働で活用する。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、警備、消防
設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

新型コロナウイルス感染症防止のため、臨時休館や古墳まつりの中止、さ
らに、石室の見学や団体来館も中止にしたことにより、入館者数は昨年よ
り大幅に減少した。今後は、国や都の動向を踏まえ、感染拡大防止のため
の万全の対策を取りながら入館者数の増に努める。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底したうえで、武蔵府中熊野神社
古墳展示館の業務・管理運営や、入館者への説明対応を継続する。また、
武蔵府中熊野神社古墳公園の第2期整備工事終了までの間、公園利用者で
もトイレが利用できるよう展示館施設のトイレ常用対応を継続する。

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備
、消防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備
、消防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

新型コロナウイルス感染症防止のため、昨年度に引き続き、臨時休館や石
室の見学を継続して中止にした。さらに、古墳まつりや熊野神社の例大祭
なども中止になったことから、入館者数は昨年同様の人数になった。今後
も、国や都の動向を踏まえ、感染拡大防止に万全の対策を取りながら、説
明対応を継続し、身近な教育の場となるよう努めていく。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底したうえで、武蔵府中熊野神社
古墳展示館の業務・管理運営や、入館者への説明対応を継続する。また、
武蔵府中熊野神社古墳公園の第2期整備工事終了までの間、公園利用者で
もトイレが利用できるよう展示館施設のトイレ常用対応を継続する。

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備
、消防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底したうえで、教育
施設としての目的を果たせるよう、見学者への説明対応に努
めていきたい、また、古墳公園の第2期整備工事修了に合わ
せ、古墳公園を含めた一体的なPRをし利用促進につながるよ
う努めていきたい。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 国史跡　武蔵府中熊野神社
古墳展示館　入館者数

10,138

人

12,300 13,500 14,800 16,000 16,000

- - - - 令和 3年度

12,699 9,160 5,438 5,360 -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

車での来場ができない施設である
ことから、天候の影響（スコール
や炎天下等）により、入館者数が
変動している。また今年度は、昨
年に引き続き、新型コロナウイル
ス感染症防止のために、約４か月
緊急事態宣言が発出され、その影
響から、約１か月間の臨時休館や
、不要不急の外出・移動の自粛の
要請が行われたことから、来館者
数が昨年同様の人数となった。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

平成23年9月より、原寸大石室模型と共に古墳展示館をオープンした。その際、古墳展示館の受付業務を市民団体と協働して行うようにした。この
市民団体の受付業務は好評で、古墳展示館の呼び物の一つであり、リピーターの増加にもつながっている。平成28年度は、古墳と展示館のキャラク
ターである「くまじい」「おくまちゃん」がゆるキャラグランプリにエントリーし、前回より800位以上アップしたことから展示館の知名度もあが
ってきたものと感じている。平成31年4月より古墳公園の供用を開始した。

本古墳は、府中市及び日本の歴史を学ぶ上で欠かせない史跡であり、大人のみならず、多くの子どもが見学できるよう学校の見学との連携を図る必
要がある。これには古墳保存会の協力が不可欠であり、見学者に対し、より古墳の理解を促し、府中市の歴史を学習できる場として活用していただ
く必要がある。また、外国人の見学も増加していくようであれば、見学の補助資料などの用意も検討する必要があると考えている。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市が運営することで、来場者に対して利用者負担を求めず、純粋に歴史に
触れる場所として提供できている。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

7,366,000 7,154,000 11,122,000 8,321,000 8,242,000 9,022,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

7,366,000 7,154,000 11,122,000 8,321,000 8,242,000 9,022,000

7,191,000 6,964,000 11,102,000 8,115,000 8,242,000 0

6,190,450 6,223,133 8,596,516 6,777,361 7,559,689 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

6,190,450 6,223,133 8,596,516 6,777,361 7,559,689 0

86.1% 89.4% 77.4% 83.5% 91.7% 0.0%

0.30 0.30 0.30 0.40 0.40

2,304,487 2,355,651 2,409,587 3,095,414 3,102,918

0.15 0.15 0 0 0

468,060 467,220 0 0 0

15,183 40,514 71,131 9,580 8,821

8,978,180 9,086,518 11,077,234 9,882,355 10,671,428 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1540600 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　業務運営委
託料

3,191,000 2,781,639 3,276,000

2 01 50 30 10 1540610 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　管理委託料 3,677,000 3,624,685 4,436,000

3 01 50 30 10 1540620 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　光熱水費 884,000 868,440 833,000

4 01 50 30 10 1540630 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　諸経費 490,000 284,925 477,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 8,242,000 7,559,689 9,022,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和４年９月

令和 3年度

- 1 -

市史編さん事業 30470700

府中市史編さん事業

5 文化・芸術活動の支援

47 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 平成26年度 〜

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

無

無

府中市史編さん

　原始古代から近現代にかけて、自然や民俗を含めた様々な府中市における歴史を記録した「市史」を、昭和４３年及び４９年に
発行しており、その後の変化や多岐にわたる学問分野における新たな資料の蓄積を内容に加えて、新たな府中市史を発刊する。市
史編さん審議会が策定した市史編さんの構想等に基づき、時代区分ごと等の専門部会を設置するなど、編さんを推進している。
　専門部会等では、資料の調査・分析等を行い、資料編及び通史編の発行にむけて計画的に作業を進めている。また、市史編さん
の事業として、講演会の開催や「市史編さんだより」の発行などの広報活動を行っている。

以前の市史発行以降、本市の歴史資料と研究成果の集積は著しい。また自然・民俗などは環境が大きく変化している。市史の編さ
んによって成果の資料化を図り、市民に提供、周知し、歴史の検証を可能とする役割をもっている。

平成35年度(市制施行70周年)までに市史の資料編及び通史編等の刊行物の発行を完了させる。

R 2年度実績（Do） R 2年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施した。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「原始・古代資料編３考古資料
２」②「近現代資料編中」③市史研究④中世石塔類報告書⑤古文書調査報
告書

▼事業計画を再確認し、刊行物の発行予定に適正な修正を加え発行した。
▼コロナ過でできる限りの資料収集、調査研究を行い、その成果を蓄積し
た。

□ □ □ R 2年度評価に基づく見直し（Action）

R 3年度の方向性（Plan）R 3年度の具体的な取組（Plan）

▼見直し・修正した発行予定に合わせ、刊行物を編集発行する。
▼刊行物の編集に重点的に取組み、遅滞なく発行する。
▼市史講演会を開催する。

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「近世資料編中」②「近世資料
編下」③「近現代資料編下」④市史研究⑤古文書調査報告書
▼市史講演会を数回開催する。

R 3年度実績（Do） R 3年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行　①「近世資料編中・下」（編集）
②「近現代資料編下」編集発行③市史研究④古文書調査報告書

▼事業計画を再確認し、刊行物の発行予定に適正な修正を加え、編集発行
した。
▼コロナ禍でできる限りの資料収集、調査研究を行い、その成果を蓄積し
た。

□ □ □ R 3年度評価に基づく見直し（Action）

R 4年度の方向性（Plan）R 4年度の具体的な取組（Plan）

▼見直し・修正した発行予定に合わせ、刊行物を編集発行する。
▼通史編の編集に重点的に取り組み、遅滞なく発行する。
▼市史講演会を開催する。

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「近世資料編中」②「近世資料
編下」③「原始古代通史編」④「中世通史編」⑤「近現代通史編浄」⑥市
史研究
▼市史講演会を数回開催する。

令和 5年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市史編さん事業については、「府中市史編さん方針」に基づ
き、資料収集、調査研究、刊行物の発刊を行った。事業計画
の後半に入り再度進行状況を確認し、刊行物の発行予定等に
適切な修正を加え、市政施行70周年時点で完了するために事
業を継続していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

計
画
値

当初値

補正値

実　績

計
画
値

当初値

補正値

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

当 初 予 算 額

予 算 現 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

決 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

執 行 率

職 員 数

職 員 人 件 費

間 接 経 費

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

市史編さん事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

　平成２６年度に「府中市史編さん方針」を策定し、２７年度からは、専門研究者と市が一体となって専門部会を結成し、多くの市民や市内外の大
学、関係機関の協力・支援をいただいて資料収集、調査研究に取組んできた。２９年度以降は編さんの成果をまとめた報告書、資料編、研究紀要な
どの刊行物の編集発行にも取り組み、編さんの具体的な成果を実態のあるもので着実に提供できるようになった。また、この間に各専門部会の委員
を講師とする講演会は６回開催、編さんだよりは１１号まで発行するなど、編さん成果の周知や普及にも積極的に取組んできた。

　「府中市史編さん方針」で掲げたとおり、専門的な視点からの利用に応える質の高い内容を保つとともに、読みやすく、わかりやすく、広く親し
まれる市史刊行物の発行を進めていきたい。また編さんの実務の遂行にあたっては、市民、関係機関、関係団体との協働を活用してまいりたい。刊
行物については通史編の刊行によって完了する計画だが、その内容的な充実のためには、しっかりと基礎的な情報を事前にまとめておくことが欠か
せない。そのため、コロナ禍の現状を踏まえ、効率的な調査、資料収集を行う必要がある。

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

総合計画の「市民の財産を守る」観点からも現在及び未来の市民の財産を
守り具現化する事業に該当する。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 1

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

36,514,000 53,484,000 59,543,000 49,061,000 44,533,000 52,081,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

30,000 30,000 4,130,000 30,000 0 0

36,484,000 53,454,000 55,413,000 49,031,000 44,533,000 52,081,000

36,514,000 47,182,000 59,543,000 49,061,000 44,533,000 0

26,211,620 41,757,803 44,648,191 33,850,697 33,334,894 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 3,200,000 0 0 0

26,211,620 41,757,803 41,448,191 33,850,697 33,334,894 0

71.8% 88.5% 75.0% 69.0% 74.9% 0.0%

4.90 4.90 5.70 5.00 5.00

37,639,958 38,475,633 45,782,144 38,692,680 38,786,470

4.8 4.8 4.9 6 7

14,977,920 14,951,045 15,145,523 18,986,142 22,601,040

318,835 873,323 72,135 264,675 265,563

79,148,333 96,057,804 105,647,992 91,794,194 94,987,967 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市史編さん事業

- 3 -

R 3年度 R 4年度R 3年度 R 4年度

1 01 50 30 10 1521610 市史編さん審議会運営費 336,000 200,484 336,000

2 01 50 30 10 1521700 市史編さん事業費 44,197,000 33,134,410 51,745,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 44,533,000 33,334,894 52,081,000


